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は
じ
め
に
I
I
第
5
3
号
、
第
5
4
号
と
の
比
較
研
究
を
契
機
と
し
て
一

　
（
1
V

　
旧
稿
で
は
、
英
国
の
比
較
政
治
学
者
で
あ
る
ハ
ー
マ
ン
・
フ
ァ
イ
ナ
i
（
＝
Φ
層
∋
曽
昌
閃
ぎ
Φ
こ
の
著
書
を
用
い
て
、
「
英
国
の
政
治

機
構
に
お
け
る
与
野
党
の
建
設
的
関
係
」
の
解
明
（
第
5
3
号
）
と
そ
の
国
際
比
較
（
第
5
4
号
）
を
試
み
た
。
そ
こ
で
理
想
と
さ
れ
た
政
治

機
構
は
、
二
大
政
党
で
あ
る
政
府
与
党
と
「
議
会
野
党
」
が
、
政
権
交
代
を
適
度
に
繰
り
返
し
、
野
党
が
成
熟
し
た
政
権
担
当
責
任
を

果
た
す
、
英
国
型
の
政
治
機
構
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
H
・
フ
ァ
イ
ナ
ー
は
英
国
型
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
理
想
像
を
展
開
し
た
と
言
え
る
。

　
さ
て
、
本
稿
で
は
旧
稿
（
第
5
4
号
）
で
言
わ
ば
「
不
出
来
で
あ
る
」
と
H
・
フ
ァ
イ
ナ
ー
が
批
判
し
た
、
第
四
共
和
制
下
の
フ
ラ
ン

ス
に
お
け
る
与
野
党
関
係
を
、
第
一
章
で
は
主
と
し
て
研
究
の
対
象
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
H
・
フ
ァ
イ
ナ
ー
の
立
場
を
筆
者
な
り

に
理
解
す
れ
ば
、
「
不
出
来
な
民
主
制
に
お
け
る
そ
れ
な
り
の
与
野
党
関
係
」
が
、
本
稿
の
テ
ー
マ
と
な
る
。
「
不
出
来
な
民
主
制
」
と

言
っ
た
が
、
お
そ
ら
く
、
世
界
中
の
政
治
制
度
を
比
較
研
究
し
て
み
る
な
ら
ば
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
傾
向
が
異
な
る
二
つ
の
政
党
が
織
り

な
す
二
大
政
党
制
が
定
着
し
、
二
大
政
党
制
が
（
現
在
な
お
）
成
功
し
て
い
る
、
な
い
し
、
（
過
去
に
お
い
て
）
成
功
し
て
い
た
英
国

を
除
く
と
、
H
・
フ
ァ
イ
ナ
ー
が
言
っ
た
意
味
で
は
、
そ
れ
以
外
の
全
て
の
諸
国
は
「
不
出
来
な
」
政
治
機
構
に
相
当
す
る
虞
が
あ
る
。

す
る
と
唯
一
例
外
的
な
英
国
の
み
を
良
し
と
し
、
そ
れ
以
外
の
全
て
の
事
例
を
「
不
出
来
」
と
す
る
こ
と
に
無
理
を
感
ぜ
ざ
る
を
得
な

い
。
政
治
機
構
の
多
様
性
を
許
容
す
る
な
ら
ば
、
民
主
的
多
党
制
が
認
め
ら
れ
、
「
＝
疋
の
範
囲
内
」
に
あ
っ
て
、
そ
れ
な
り
の
政
権

交
代
が
計
ら
れ
る
な
ら
ば
、
良
い
の
で
は
な
い
か
。
本
稿
は
、
こ
の
仮
説
に
基
づ
く
。
以
下
の
比
較
分
析
で
は
、
民
主
制
が
許
容
す
る

「
一
定
の
範
囲
内
」
と
は
何
か
を
念
頭
に
置
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
こ
こ
で
、
具
体
的
に
フ
ラ
ン
ス
第
四
共
和
制
が
如
何
な
る
政
治
機
構
論
上
の
特
徴
を
持
っ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
、
H
・
フ
ァ
イ
ナ

ー
の
論
旨
を
離
れ
、
よ
り
価
値
中
立
的
な
立
場
か
ら
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
第
一
に
、
フ
ラ
ン
ス
第
四
共
和
制
下
の
与
野
党
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

の
中
で
、
究
極
的
に
選
挙
制
度
（
1
1
比
例
代
表
制
）
に
由
来
し
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
六
極
分
化
に
起
因
す
る
、
多
党
制
（
1
1
小
党
分

立
）
傾
向
の
具
体
的
状
況
を
分
析
す
る
。
第
二
に
、
多
党
制
（
1
1
小
党
分
立
）
状
態
下
で
、
こ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
六
回
分
化
を
分

析
し
、
「
与
野
党
の
分
水
嶺
は
何
処
に
あ
っ
た
の
か
」
を
考
察
し
た
い
。
引
き
続
い
て
第
三
に
、
比
較
政
治
機
構
論
的
に
見
て
、
ベ
ル

ギ
ー
、
オ
ラ
ン
ダ
両
国
の
求
心
的
な
与
野
党
関
係
が
、
フ
ラ
ン
ス
第
四
共
和
制
の
遠
心
的
な
そ
れ
と
比
較
し
て
、
如
何
な
る
原
因
に
拠

る
の
か
等
を
検
討
し
た
い
。

第
一
章
一
フ
ラ
ン
ス
第
四
共
和
制
に
お
け
る
多
党
制
下
で
の
与
野
党
関
係

フランスの政治機構における与野党関係

（一

j
節
　
「
各
政
党
は
何
議
席
を
取
っ
て
い
る
の
か
」

　
第
四
共
和
制
下
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
政
党
別
議
席
数
を
分
類
す
る
時
に
は
、
以
下
の
三
点
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
第
一
と

第
二
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
政
党
制
度
全
般
に
関
わ
る
特
徴
で
あ
り
、
第
三
は
、
第
四
共
和
制
の
特
有
の
特
徴
で
あ
る
。

　
第
一
は
、
所
属
議
員
の
側
の
問
題
点
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
各
議
員
の
所
属
政
党
を
分
類
す
る
際
に
、
三
つ
の
分
類
法
が
あ
る
。

第
　
に
、
候
補
者
が
個
人
的
に
ど
の
政
党
に
属
し
て
い
る
の
か
。
第
二
に
、
選
挙
の
時
に
如
何
な
る
政
治
団
体
の
推
薦
を
受
け
て
い
る

の
か
。
第
三
に
、
当
選
者
が
ど
の
議
会
内
会
派
に
属
す
る
の
か
。
こ
れ
ら
所
属
政
党
、
推
薦
団
体
、
院
内
グ
ル
ー
プ
、
共
闘
組
織
な
ど

の
所
属
を
総
称
し
て
エ
チ
ケ
ッ
ト
（
一
、
0
9
二
Φ
洋
Φ
）
と
言
う
。
こ
の
三
つ
の
分
類
法
が
あ
る
た
め
、
図
表
1
か
ら
図
表
4
ま
で
に
記
さ37
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4
）

れ
た
「
各
立
法
期
の
政
党
別
の
議
席
数
」
に
関
す
る
統
計
を
見
る
と
、
数
値
が
ば
ら
ば
ら
に
な
つ
」
て
い
る
。

　
第
二
は
、
政
党
の
側
の
問
題
点
で
あ
る
。
一
、
般
に
、
共
産
党
を
除
く
と
、
フ
ラ
ン
ス
の
政
治
団
体
も
し
く
は
政
党
は
、
頻
繁
に
政
党

名
や
政
治
団
体
名
（
エ
チ
ケ
ッ
ト
）
を
変
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
代
表
的
な
ド
・
ゴ
ー
ル
派
を
例
に
採
る
と
、
選
挙
統
計
上
、
ゴ
ー
リ

ス
ト
の
エ
チ
ケ
ッ
ト
は
毎
回
の
よ
う
に
違
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
一
九
四
七
年
に
は
、
「
フ
ラ
ン
ス
人
民
連
合
（
即
勺
・
国
こ
幻
器
。
・
Φ
ヨ
び
－

δ
∋
Φ
甫
嶺
勺
Φ
二
且
Φ
閃
鑓
昌
＄
一
ω
①
〉
」
が
結
成
さ
れ
た
が
、
不
振
の
ま
ま
解
散
し
た
。
一
九
五
入
合
の
ド
・
ゴ
ー
ル
政
界
復
帰
と
共
に
、

右
派
の
ド
・
ゴ
ー
ル
派
は
「
新
共
和
国
連
合
」
、
左
派
の
ド
・
ゴ
ー
ル
派
は
「
労
働
民
主
連
合
」
に
変
更
し
た
。
一
九
六
八
年
の
五
月

危
機
に
際
し
て
は
、
ジ
ス
カ
ー
ル
派
や
中
道
諸
派
と
共
に
「
共
和
国
防
衛
」
と
い
う
共
闘
組
織
を
結
成
し
た
。
そ
の
後
、
エ
チ
ケ
ッ
ト

（
党
名
）
は
「
共
和
国
防
衛
同
盟
」
へ
変
わ
る
。
「
九
七
六
年
に
は
、
シ
ラ
ク
が
大
統
領
を
正
統
ド
・
ゴ
ー
ル
派
に
戻
す
た
め
に
、
「
共

和
国
連
合
」
と
改
称
し
、
シ
ラ
ク
主
導
の
「
シ
ラ
キ
ヤ
ン
（
∩
］
日
一
「
9
0
一
曽
昌
）
」
が
誕
生
し
た
。
そ
こ
で
、
選
挙
統
計
の
上
で
も
、
変
転
目

ま
ぐ
る
し
い
政
党
名
で
は
な
く
、
「
ド
・
ゴ
ー
ル
派
」
と
記
し
た
方
が
、
解
り
易
く
な
る
の
で
あ
る
。
な
お
「
フ
ラ
ン
ス
人
は
一
人
一

、
人
が
一
政
党
だ
、
と
も
言
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
変
わ
り
身
の
早
さ
、
そ
れ
を
許
す
選
挙
制
度
が
、
個
々
の
事
態
に
現
実
的
な
対
処
を

　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

さ
せ
て
い
る
の
だ
ろ
う
」
。

　
第
三
は
、
特
に
、
第
四
共
和
制
で
は
、
政
党
の
離
合
集
散
が
頻
繁
に
起
き
た
こ
と
で
あ
る
。
図
表
3
に
よ
れ
ば
、
選
挙
直
後
の
議
会

と
、
立
法
期
の
半
ば
の
議
会
と
、
選
挙
直
前
の
議
会
で
は
、
政
党
・
所
属
会
派
別
の
人
数
に
か
な
り
の
差
が
あ
る
こ
と
が
判
っ
て
い
る
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

さ
ら
に
、
共
闘
組
織
が
あ
っ
た
り
、
当
選
後
に
院
内
グ
ル
ー
プ
を
組
織
し
た
り
、
｝
人
の
候
補
者
に
も
多
く
の
所
属
団
体
が
あ
る
こ
と

等
か
ら
、
「
各
政
党
は
何
議
席
を
取
っ
て
い
る
の
か
」
と
聞
か
れ
て
も
、
直
ち
に
定
か
な
答
え
が
で
き
な
い
。

　
実
際
に
「
各
政
党
は
何
議
席
を
取
っ
て
い
る
の
か
」
を
図
表
1
か
ら
図
表
4
を
用
い
て
、
旦
ハ
体
的
に
比
較
す
れ
ば
一
例
え
ば
、
一
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フランスの政治機構における与野党関係

図表1．1951年6月のフランス総選挙結果

得票率（％） 議席（比率％） 増　減

共産党・同系 26．9 101（16，1） 一82

社会党 14．6 107（17．1） 十2
急進社会党・同系 10．0 95（15．2） 十25

人民共和運動（MRP） 12．9 96（15．3） 一71

フランス人民連合（RPF） 21．6 120（19，1） 十120

共和右派 14．1 98（15．6） 十27

その他 一 10（1．6） 一12

100．0 627（10G．Q）

　本図表は、河野健二著『フランス現代史』（山川出版社・一九七七年）

二六一頁による。

図表2：得票率と議席シェア（フランス第4共和制：1945年から1956年）

　　　　　　　急　進　ド・ゴ　人　民
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　穏健派共産党　社会党
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その他　　計　　　　　　　社会党　一ル派　共和派
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Mod6r6s．P．C，F．　S．FJ．0．
　　　　　　　　Rad．　Gaullistes．　M．R．P．

1945年　得票率　26．2　23．4　10．5
　10月　議席

　21日　シェア　　　28　　26　　　7

1946年　得票率　25．9　21．1　11．6
　6月　議席

　2日　シェア　　　28　　22　　　7

1946年　得票率　28，2　17．8　11．1
　11月　議席

　10日　シェア　　　30　　17　　10

1951年　得票率　26．9　14．6　10．0
　6月　議席

　17日　シェア　　　18　　17　　14

1956年　得票率　25．9　15．2　15，2
　1月　議席

　2日　シェア　　 27　　16　　14

　　　23．9　　15．6　　　0．4

　　　　　27　　　12　　　　0

　　　28．2　　12．8　　　0．4

　　　　　31　　　12

3．0　　25，9　　12．9　　　1．一Z

　　1　　　29　　　13

21．6　　12．6　　14．1　　0．2

　20　　　15　　　16

3．9　　11．1　15．3　　13．4

　　3　　　13　　　17　　　10

1αλ0

　100
1α7．0

　100
1αフ．0

　100
100．0

　100
160．0

100

　（注1）　急進社会党には、民主左派集団（R．G．R．）を含む。

　（注2）1951年忌ド・ゴール派は、フランス人民連合（R．P，E）である。

　（注3）1956年のその他には、（得票率12．5％、議席シェア9％の）プシヤード派を含む。

　本図表は、西平重喜『選挙の国際比較一西ヨーロッパと日本一』（日本評論社・一九六九年）

七三頁による。
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図表311946年から1958年のフランス第4共和制下の国民会議議席数の変遷

　　　（各立法期の初期・中期・末期の増減明細付き）

PCF　SFIO　RAD　UDSR　MRP　IND　PAYS　AR／PRL　GAUL　IOM

　　　　　　　UDI
第1立法期　開始時　181　101　43　26　166　29　7　　　38
（1946．　　中間時　181100　45　26　152　24　11　18　34

11．10．～）終了時177　99　46　13　144　25　23　7　27　22　7

　　　　　　　　　　　ARS　PUS
第2立法期　開始時　103107　75　16　86　53　43　　　　　121　9
（1951．　　　中間時　100　105　75　23　89　55　46　32　　　　83　12

6．17．～）終了時　98104　75　23　85　53　27　32　21　70　16

　　　　　　　　　　　RGR　NEO　　　　　　　POUJ
第3立法期　開始時　150　96　58　19　73　83　12　14　　　　22　10　52

（1956．　　終了時　148　97　42　16　74　97　11　14　13　20　10　30
12．～）

政党名の略称：

PCF　フランス共産党

SFIO　社会党（労働者インターナショナル・　PAYS　農民党

　　フランス支部）
RAD急進党
UDSR　レジスタンス民主社会同盟

MRP　人民共和派

IND（RI）独立共和派　　GAUL　ド・ゴール派

　　　　ARS　ド・ゴール派分派
10M　海外自治・独立派　　PUS　穏健派分派

AR　共和国行動　　　　　RGR　急進党分派

UDI独立民主同盟　　　　NEO　急進党分派

PRL　自由共和党　　　　POUJ（UFF）プシヤード派

本図表は、Frangois　Petry，“Coalition　Bargaining　in　the　French　Fourth　Republic　1946

－58”，ed．　by　M．　J．　Laver／Ian　Budge，」％吻P罐（フ碑4　Goびθγη卿θ刎Coα襯。ηs，　St．

Martin’s　Press，1992，　pp．380－408（399－400）．による。

九
五
一
年
六
月
現
在
の
急
進
党
（
急
進
社
会
党
・
同

系
）
の
議
席
数
は
、
図
表
1
で
九
五
議
席
、
図
表
2

で
入
八
議
席
（
一
四
％
）
、
図
表
3
で
七
五
議
席

（
＋
同
党
系
の
U
D
S
R
一
六
議
席
）
、
図
表
4
で
七

七
議
席
で
あ
る
　
　
、
誤
差
と
い
う
許
容
範
囲
を
遙

か
に
超
え
る
、
大
き
な
議
席
数
の
相
違
に
気
付
か
ざ

る
を
得
な
い
。
な
お
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う

な
多
党
制
の
（
一
つ
の
）
原
因
は
、
「
（
名
簿
連
合
を

許
し
、
過
半
数
プ
レ
ミ
ア
ム
が
付
い
た
）
歪
ん
だ
比

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

例
代
表
制
」
と
い
う
選
挙
制
度
に
拠
る
も
の
で
あ
る

と
付
言
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
二
）
節
　
政
党
制
の
変
遷
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
大
政
党
か
ら
六
大
政
党

　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
経
て
七
大
政
党
へ
一

　
図
表
3
が
示
す
よ
う
な
煩
項
な
政
党
の
離
合
集
散

を
、
大
局
的
に
鳥
轍
す
る
と
図
表
2
な
い
し
図
表
4

の
よ
う
に
単
純
化
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
・
主
と
し
て
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　図表4：フランス第3共和制、第4共和制、および
（1973年までの）第5共和制における国民議会議席数の変化

1919　　　1924　　　1928　　　1932　　　1936　　　1945　　　1946　　　1946　　　1951　　　1956　　　1958　　　1962　　　1967　　　1968　　　1973

11．16．　5．11．　4．29．　5．10．　　5．3，　　10．21．　6，2，　　11，10．　．6，17．　　1．2．　　11，30．　11．25．　3，12．　8，30．　3．11．

第3共和制　右翼（民族ブロック）

　　　　　　穏健右派
　　　　　　　共和国保守連合
　　　　　　　中道

　　　　　　　人民民主党

　　　　　　穏健左派
　　　　　　独立急進左派共和派
　　　　　　　共和社会党
　　　　　　　共和・独立社会党

　　　　　　　急進党

　　　　　　　左派

　　　　　　　左派連合
　　　　　　　社会党

　　　　　　　独立共産・社会党
　　　　　　　共産党

　　　　　　　共産党分派

338　　229

75

197

47

160

127　　222

48　　　一

　　　　14

　　　72
147

47　　33　　　一

　　　　一　　　56

120　　　151　　　109

266

　　　100　　　130　　　149

　　　　2　　10　　　－
26　　　　14　　　　10　　　　72

　　　　3　　20　　一

第4・第5共和制 共産党

極左

社会党

急進社会党

社会主義同盟
人民共和派

改革派
独立共和派
ド・ゴーノレ～派

民主中央党

商業・手工業者同盟

極右分派

148

135

31

143

65

146

115

37

161

63

165

91

54

158

76

95

95

77

84

87

106

146

89

70

71

100

17

51

10

40

37

55

127

196

40

　2
65

39

31

32

256

2
4

7

117

33

57

233　　349
44　　　41

3
3

7

100

32

60

185

23

14

　本図表は、（Hrsg．）Karl　Dietrich　Bracher，1）ゴθκ万∫θE解。卿s’1917」1975」P70勿146ηG6s6痂6肋E卿。勿s」β4．6，　Propylaen，3．

AufL，1980，　S．444．による。
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図
表
2
の
党
派
構
成
に
基
づ
き
、
か
つ
図
表
4
の
議
席
数
に
よ
っ
て
複
合
的
に
解
釈
す
る
と
、
一
九
四
六
年
＝
月
「
O
日
の
総
選
挙

後
の
第
一
立
法
期
に
は
、
五
大
政
党
制
（
共
産
党
一
六
五
議
席
、
社
会
党
九
一
議
席
、
急
進
社
会
党
五
四
議
席
、
人
民
共
和
派
一
五
入

議
席
、
穏
健
右
派
七
六
議
席
）
で
あ
る
。
一
九
五
一
年
六
月
一
七
日
の
総
選
挙
後
の
第
二
立
法
期
に
は
、
六
大
政
党
制
（
共
産
党
九
五

議
席
、
社
会
党
九
五
議
席
、
急
進
社
会
党
七
七
議
席
、
人
民
共
和
派
入
四
議
席
、
穏
健
右
派
八
七
議
席
、
ド
・
ゴ
ー
ル
派
一
〇
六
議

席
）
で
あ
る
。
一
九
五
六
年
一
月
二
日
の
総
選
挙
後
の
第
三
立
法
期
に
は
、
七
大
政
党
制
（
共
産
党
一
四
六
議
席
、
社
会
党
八
九
議
席
、

急
進
社
会
党
七
〇
議
席
、
人
民
共
和
派
七
一
議
席
、
穏
健
右
派
一
〇
〇
議
席
、
ド
・
ゴ
ー
ル
派
一
七
議
席
、
プ
シ
ヤ
ー
ド
派
五
一
議

席
）
で
あ
る
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
政
党
の
役
割
と
増
減
を
大
局
か
ら
分
析
す
る
と
、
第
「
に
共
産
党
は
当
初
、
最
大
の
議
席
数
を
誇
っ
て
い
た
が
、
「
九

四
七
年
五
月
に
ラ
マ
デ
ィ
エ
（
菊
9
b
日
O
α
同
①
「
）
社
会
党
首
班
内
閣
を
去
っ
て
以
降
は
、
第
四
共
和
制
を
通
じ
て
恒
常
的
に
野
党
と
な
っ

た
。
但
し
、
一
九
五
四
年
目
（
急
進
社
会
党
に
所
属
す
る
）
マ
ン
デ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
（
ζ
窪
島
ω
－
「
茜
9
①
）
首
相
の
指
名
と
、
一
九

五
六
年
の
（
社
会
党
に
所
属
す
る
）
モ
レ
（
ζ
o
臣
け
）
首
相
の
指
名
に
際
し
て
の
み
、
政
府
を
支
持
し
た
。
第
二
に
社
会
党
は
、
お

よ
そ
一
六
％
と
い
う
、
安
定
し
た
議
席
数
を
常
に
確
保
し
続
け
た
。
第
三
に
急
進
社
会
党
（
社
会
党
よ
り
も
穏
健
な
左
派
。
な
お
、
図

表
3
で
は
、
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
民
主
社
会
同
盟
も
含
む
。
）
は
、
第
四
共
和
制
下
の
二
黒
の
政
府
す
べ
て
に
参
加
し
た
唯
一
の
政
党
で
あ

り
、
一
二
％
前
後
の
安
定
し
た
議
席
数
を
維
持
し
た
。
第
四
に
人
民
共
和
派
（
M
R
P
　
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
派
の
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
、

者
）
は
、
第
一
立
法
期
に
お
け
る
二
八
％
か
ら
、
第
三
立
法
期
に
お
け
る
一
二
％
へ
と
、
議
席
数
を
減
ら
し
続
け
た
。
第
五
に
穏
健
右

派
（
図
表
1
で
は
共
和
右
派
、
図
表
2
で
は
穏
健
派
、
図
表
4
と
図
表
3
で
は
独
立
共
和
派
、
さ
ら
に
図
表
3
で
は
農
民
派
と
「
弱
小

諸
派
議
員
団
」
を
含
む
。
）
は
、
一
九
四
六
年
に
お
け
る
入
％
か
ら
、
一
九
五
六
年
に
お
け
る
一
七
％
へ
と
、
議
席
数
を
増
や
し
続
け
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た
。
第
六
に
ド
・
ゴ
ー
ル
派
（
図
表
1
で
は
R
P
F
　
フ
ラ
ン
ス
人
民
連
合
）
は
、
第
一
立
法
期
と
、
部
分
的
に
第
二
立
法
期
の
間
に

は
、
「
反
体
制
的
右
派
野
党
」
の
役
割
を
果
た
し
た
。
そ
し
て
、
第
三
立
法
期
に
は
、
「
反
体
制
的
右
派
野
党
」
の
役
割
は
、
第
七
の
プ

シ
ヤ
ー
ド
派
（
図
表
3
で
は
別
名
を
フ
ラ
ン
ス
友
愛
同
盟
1
1
U
F
F
と
言
い
、
図
表
4
で
は
U
F
F
（
商
業
・
手
工
業
者
同
盟
）
と
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
V

う
。
）
が
果
た
す
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
一
九
五
一
年
六
月
の
総
選
挙
は
、
「
共
産
党
」
対
「
与
党
連
合
（
社
会
党
＋
急
進
社
会
党
＋
人
民
共
和
派
）
」
対
「
ド
・
ゴ
ー

ル
派
」
の
三
つ
巴
の
戦
い
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
九
五
一
年
に
は
、
社
会
党
、
急
進
社
会
党
、
中
道
左
派
の
諸
党
、
そ
れ
に
人
民

共
和
派
と
い
う
与
党
が
、
政
党
連
合
（
政
治
の
世
界
で
の
カ
ル
テ
ル
）
を
つ
く
り
、
各
選
挙
区
で
過
半
数
の
得
票
率
を
得
て
全
議
席
を

制
圧
し
て
、
共
産
党
を
締
め
出
し
、
与
党
の
間
だ
け
で
議
席
の
分
け
前
（
配
分
）
に
あ
ず
か
ろ
う
と
も
く
ろ
ん
だ
。
さ
ら
に
、
こ
の
選

挙
で
は
、
「
第
一
党
（
共
産
党
、
な
い
し
、
ド
・
ゴ
ー
ル
派
）
」
が
、
各
選
挙
区
で
過
半
数
を
占
め
た
「
第
二
党
以
下
の
連
合
体
（
社
会

党
、
人
民
共
和
派
、
急
進
社
会
党
）
」
が
獲
得
し
た
過
半
数
プ
レ
ミ
ア
ム
に
よ
っ
て
締
め
出
さ
れ
、
議
席
を
得
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
が
続

出
し
た
。
続
い
て
一
九
五
六
年
　
月
の
総
選
挙
は
、
「
共
産
党
」
対
「
社
会
党
を
中
心
と
す
る
連
合
」
対
「
人
民
共
和
派
を
中
心
と
す

る
連
合
」
対
「
プ
シ
ヤ
ー
ド
派
」
の
四
つ
巴
の
戦
い
と
な
っ
た
。
こ
の
「
（
歪
ん
だ
）
比
例
代
表
制
」
と
い
う
選
挙
制
度
は
、
人
民
共

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

和
派
や
中
道
左
派
（
急
進
社
会
党
）
、
穏
健
派
に
有
利
に
作
用
し
た
と
い
う
。

（
三
）
節
　
頻
繁
な
政
権
交
代

図
表
5
が
示
す
通
り
に
、
第
四
共
和
制
下
の
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
政
権
交
代
が
日
常
茶
飯
事
で
あ
り
、
政
権
（
内
閣
）
の
平
均
寿
命
も

（一

緕
l
〇
年
に
終
結
し
た
、
第
三
共
和
制
下
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
政
権
交
代
の
頻
度
で
あ
っ
た
、
平
均
入
箇
月
を
下
回
り
）
平
均
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　　　　　　図表5：フランス第4共和制（1944－46年から1958－59年）

　　　　　　　　　　　　の大統領、首相、外相一覧

大統領名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A．ビネー　　　　　　　　　1952

　　　Ch．ド・ゴール　　　　　1944－46　　　　R．マイエール　　　　　　　1953

　　　V．オリョール　　　　　1947－54　　　　J．ラニエル　　　　　　1953－54

　　　R．コティ　　　　　　　1954－59　　　　P．マンデス・フランス　　1954－55
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C．ピノー　　　　　　　　　　1955
首相名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E．フォール　　　　　　　1955－56
　　　Ch、ド。ゴール　　　　　　　1944－46　　　　　　G．モレ　　　　　　　　　　　1956－57

　　　F．グーアン　　　　　　　　1946　　　　M，プルジェ・モノリー　　　1957
　　G．ビドー　　　　　　　　　1946　　　　F．ガイヤール　　　　　　1957－58

　　　L．ブルム　　　　　　　　1946－47　　　　P．プリムリン　　　　　　　1958

　　　P．ラマディエ　　　　　　　1947　　　　Ch．ド・ゴール　　　　　1958－59

　　R，シューマン　　　　　　1947－48

　　A．マリー　　　　　　　　　1948　外相名（抜粋）

　　　R．シューマン　　　　　　　1948　　　　G．ビドー　　　　1944－46，1947－48

　　　H．クイユ　　　　　　　1948－49　　　　R．シューマン　　　　　1948－52

　　G，ビドー　　　　　　　1949－50　　　　G．ビドー　　　　　　 1952－54

　　H．クイユ　　　　　　　　　1950　　　　P．マンデス・フランス　　1954－55

　　R．プレヴァン　　　　　1950－51　　　　A．ビネー　　　　　　　1955－56
　　　H．クイユ　　　　　　　　　　　1951　　　　　C．ピノー　　　　　　　　　1956－58

　　R．プレヴァン　　　　　　1951－52　　　　M．クープ・ドゥ・ミュルビュー　　1958

　　Eフォール　　　　　　　 1952

　　　　本図表は、K，　D．　Bracher，　a．　a．0．（Schema　4），　S．438．による。

　
（
1
0
V

六
箇
月
に
短
縮
さ
れ
た
。
各
政
権
に
対
す
る
各
党
の
支
持
、

部
分
的
支
持
、
不
支
持
を
旧
聞
す
る
と
図
表
6
の
よ
う
に

な
る
。
こ
こ
で
は
、
刹
那
的
な
反
対
と
賛
成
が
繰
り
返
さ

れ
た
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。
図
表
5
に
よ
れ
ば
、
　
「
九
四

四
年
か
ら
一
九
五
九
年
に
か
け
て
の
第
四
共
和
制
期
に
は
、

合
計
二
五
回
の
政
権
交
代
が
あ
っ
た
と
言
え
る
。
だ
が
図

表
6
に
よ
れ
ば
、
合
計
四
三
回
の
首
班
指
名
選
挙
が
あ
っ

た
と
推
定
で
き
る
。
お
そ
ら
く
図
表
6
は
、
組
閣
に
至
ら

な
か
っ
た
短
命
な
首
相
（
候
補
）
を
も
含
む
も
の
で
あ
り
、

組
閣
を
終
え
た
政
権
の
首
相
の
み
を
合
算
し
た
場
合
に
は
、

図
表
5
の
よ
う
に
な
る
と
推
察
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、

余
り
に
多
く
の
首
相
が
誕
生
し
、
政
権
基
盤
が
不
安
定
で

あ
り
、
短
命
な
政
権
が
恒
常
化
す
る
事
例
は
、
図
表
7
に

示
さ
れ
た
戦
後
の
イ
タ
リ
ア
政
界
に
類
似
例
が
あ
る
。

　
な
お
イ
タ
リ
ア
共
産
党
は
、
図
表
7
に
よ
れ
ば
、
｝
九

七
六
年
七
月
か
ら
一
九
七
九
年
早
月
の
ア
ン
ド
レ
オ
ッ
テ

ィ
首
相
が
率
い
る
「
国
民
連
合
政
権
」
に
対
し
て
、
始
め
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図衰6　フランス第四共和制の政府（内閣、首相）に対する支持、

　　　　　　部分的支持、不支持の詳細な分類

第1立法期

　政党名（Y：75％以上の支持、P：部分的　　　　　　　首相任

　　　　支持、N：25％以下の支持）　　　　与　党内閣命選挙

COM　S㏄UDSR　RAD　MRP　IOM　IND　PAYS　GAUL　PRL参加率支持率支持率
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＊
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P
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P
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P
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P
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P
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P
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P
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脈
伽
煽
微
翻
窮
搬
詳
㌫
兆

（
不
信
任
の
票
を
投
じ
る
こ
と
を
）
棄
権
し
、
そ
の

後
に
は
閣
外
協
力
を
行
っ
た
「
歴
史
的
和
解
」
の
一

時
期
を
除
い
て
、
戦
後
の
ほ
と
ん
ど
全
て
の
内
閣
に

対
し
て
、
「
構
造
的
野
党
（
ω
け
歪
。
ε
円
巴
　
o
b
冒
。
ω
や

鉱
8
）
」
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
し
か

し
、
法
案
の
表
決
に
際
し
て
の
投
票
行
動
の
研
究
に

よ
れ
ば
、
イ
タ
リ
ア
土
ハ
産
党
の
よ
う
な
万
年
野
党
で

さ
え
も
、
お
よ
そ
四
分
の
三
の
立
法
案
件
に
つ
い
て

は
、
与
党
を
支
持
し
て
、
イ
タ
リ
ア
の
万
年
与
党
で

あ
っ
た
、
キ
リ
ス
ト
教
民
主
党
が
形
成
す
る
秩
序
に

　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

組
み
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

　
な
お
戦
後
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
、
一
九
五
〇
年
の

シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
・
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン

（
ω
O
】
日
一
①
ω
♂
＜
一
σ
q
・
｝
肖
O
一
ω
辞
Φ
一
昌
）
州
議
会
総
選
挙
後
に
、

（
疑
似
）
六
大
政
党
制
が
（
極
め
て
稀
に
で
は
あ
る

が
）
出
現
し
た
。
こ
の
立
法
期
に
は
六
つ
の
州
内
閣

が
、
四
年
二
箇
月
の
間
に
（
平
均
八
箇
月
余
の
寿
命
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㌦

第2立法期

　　　　　政党名（Y：75％以上の支持、P：部分的　　　　　　首相任
首相名　　　期間　　　　　　支持・N：25％以下の支持）　　　　与党内閣命選挙

　　　　　COM　S㏄UDSR　RAD　MRP　IOM　IND　PAYS　GAUL　PRL参加国支持率支持率

ムイエール　　　　　　　N　Y　Y　Y　N　Y　P　N　N
プッシュ　　　　　　　　　　N　　N　Y　Y　Y　　Y　Y　Y　N

プレヴァン　51．8－52．2　N　Y　Y　Y　Y　Y　Y　Y　N

フォール　　52．2　　　　N　Y　Y　Y　Y　Y　Y　Y　N
ビネー　　　52．3－52．12N　N　Y　Y　Y　Y　Y　Y　N

マイエール53．1－53．5　N　N　Y　Y　Y　Y　Y　P　Y
レイノー

マンデス・

フランス

ビドー

マリー

ラニエル

NNPPPYYYP
NYPYPYNNP
NNNNYYYYPNNYYNYYYP

　　53．6－54．6NNYYYYYY．Y
驚ζ姦54・6－54・・NYYYNYNNY
マ護姦54．8－54・9NYYYNYPNY
駕ζ姦54．9－55・2NYY・NY・NY
ピノー　　　　　　　　　　　N　Y　　P　P　Y　N　N　N　N

フォール　　55．2－55．10N　N　Y　Y　Y　Y　Y　Y　Y

フォール　55．10－56，2NNYYYYYYY

一％一％38％
一　一　45
47　60　62
47　63　64
47　50　52
51　－　62
ニ　一　44

48

一　　 49

－　　 43

59　61　63

35　67　67

32

50

62

51

43

59

第3立法期

　　　　政党名　　　　　　　与党連立首相名　期間　　　　COM　S㏄UDSR　RAD　MRP　lOM　IND　PAYS　GAUL　POU参加率支持率

モレ1 @　　56．2　　　　Y　Y　Y　Y　Y　Y　N　N　N　N　30％　73％
モレ　　　　56．2－57．5　N　Y　Y　Y　Y　Y　N　N　N　N　35　　一
ブルジェ・

　　57．6－57．9NYPPYYPNPN28　40モリノー

ビネー　　　　　　　　　　N　　N　　N　N　　P　N　　Y　　Y　　N　　N　一　　一

モレ　　　　　　　　　　N　Y　N　P　Y　P　N　N　N　N　一　　一
ガイヤール　　57，10－58．4　N　　Y　　Y　　P　　Y　　P　　Y　　N　　Y　　N　　59　　56

プリムリン　　58．5　　　　N　　Y　　Y　　Y　　Y　　P　　N　　N　　N　　N　38　　46

プリムリン　　58．5　　．　N　　Y　　Y　　Y　　Y　　P　　N　　N　　N　　N　54　　一
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　本図表は、F．　Petry，　op．　cit．（scheme　3｝，　pp．405－407．による。

　（注）1955年のピノー内閣発足時には、相対多数のみで十分であった。穏健派分派とド・

ゴール派分派は、各々、（分派する以前の）穏健派とド・ゴール派に含めた。

　（略称）COM：共産党、　SOC：社会党、　UDSR：レジスタンス民主社会同盟、　RAD：急

進党、MRP：人民共和派、10M：海外自治・独立派、　IND；独立共和派、　PAYS：農民党、

GAUL：ド・ゴール派、　PRL：自由共和派、　POU：プシヤード派
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フランスの政治機構における与野党関係
1

図表7：イタリア議会の首班指名選挙における、

（D政府与党、（2）閣外協力、（3）棄権、（4）野党の分類

首相．名 期間 PCI　PSI　PSDI　PRI　PLI㏄MON　MSI

デ・ガスペリ

デ・ガスペリ

デ・ガスペり

デ・ガスペリ

ペルフ

ファンファーニ

シェルバ

セーニ

ゾーリ

ファンファーニ

セーニ

タンブローニ

ファンファーニ

ファンファーニ
レオーネ

モロ

モロ

モロ

レオーネ

ルモール

ルモール

ルモール

コロンボ

アンドレオッティ

アンドレオッティ

ルモール

ルモール
モロ

モロ

アンドレオッティ

アンドレオッティ

アンドレオッティ

コシーガ

コシーガ

ファルラーニ

スパドリーニ

スパドリーニ

ファンファーニ
クラクシ

（48，5．23－50．1．27）

（50．1．27－51．7．26）

（51．7．26－53．7．16）

（53，7，16－53．8．16）

（53．8．1．7－54．1．18）

（54．1．19－54．2．8）

（54，2，10－55．7．6）

（55．7．6－57．5．19）

（57．5．19－58．7．1）

（58，7，1－59．2，15）

（59．2．15－60．3，25）

（60，3．25－60．7．26）

（60．7．26－62，2．22）

（62．2．22763．5，16）

（63，5．16763．12．4）

（63．12．4－64，7．23）

（64．7．23－66．2．23）

（66．2．23－68．6．24）

（68．6．24－68．12．12）

（68，12．12－69，8，5）

（69，8．5－70．3，23＞

（70．3．23－70．7．6）

（70．7．6－72．2．15）

（72．2．15－72．6．24）

（72．6．24－73．7．7）

（73，7．7－74．3，15）

（74，3．15－74．11．20）

（74．11．20－76．2．11）

（76．2．11－76，7．29）

（76，7．29－78．3．13）

（78．3，13－79．3．21）

（79．3．21－79．8．3）

　（79．8．3－80．4．4）

（80．4．4－80．10．18）

（80．10．18－81．6．18）

（8L6ユ8－82．8．23）

（82．8．23－82．12．1）

（82．12．1－83．8，4）

（83．8．4－86．7．30）
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零PSU（統一社会党）

　g＝政府与党、s＝閣外協力、．　a＝政府へ反対票を投じることを棄権、　o＝野党

　PCI共産党　PSI社会党　DCキリスト教民主党　MSIイタリア社会運動
　（極右）　PSDI社．会民主党　PRI共和党　PLI自由党．MON君主主義政党
　杢図表は、Alfio　Mastropaqlo／Martin　Slater，“Party　Policy　and　Coalition　Bargain－

ing　ip　Italy，194琴一87：Is　There　Order　Behi阜d　the　ChaosP”，　M．　J．　Laver／1．　Budge，

勘7か1〕b’‘の7αη4Goz，θ7ηηz6〃’Coσ”’∫oηs，　p．324．による。
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で
）
交
代
し
、
禅
譲
・
改
造
さ
れ
た
。
こ
の
顛
末
を
見
る
と
、
短
命
な
内
閣
の
頻
繁
な
更
迭
・
改
造
は
主
と
し
て
ー
フ
ラ
ン
ス
に
お

い
て
と
同
様
に
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
ー
ー
多
党
（
六
書
）
制
に
起
因
し
て
い
る
と
推
定
で
き
る
。

　
す
な
わ
ち
、
一
九
五
〇
年
七
月
の
三
州
議
会
総
選
挙
の
結
果
は
、
S
P
D
（
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
）
一
九
議
席
（
得
票
率
二
七
・
五

％
）
、
B
H
E
（
故
郷
追
放
者
・
公
民
権
剥
奪
者
ブ
ロ
ッ
ク
）
一
五
議
席
（
二
三
・
四
％
）
、
C
D
U
（
キ
リ
ス
ト
教
民
主
同
盟
）
一
六

議
席
（
一
九
・
八
％
）
、
D
P
（
ド
イ
ツ
党
）
七
議
席
（
九
・
六
％
）
、
F
D
P
（
自
由
民
主
党
）
入
議
席
（
七
・
一
％
）
、
S
S
W

（
南
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ッ
ヒ
選
挙
人
同
盟
）
四
議
席
（
五
・
五
％
）
で
あ
っ
た
。
総
選
挙
後
、
S
P
D
単
独
の
少
数
与
党
政
権
が
誕
生

し
一
九
五
〇
年
九
月
ま
で
続
い
た
。
一
九
五
〇
年
九
月
か
ら
一
九
五
一
年
六
月
目
で
C
D
U
、
B
H
E
、
D
P
、
F
D
P
の
四
党
連
立

C
D
U
首
班
政
権
。
｛
九
五
一
年
六
月
に
C
D
U
の
首
班
が
交
代
し
、
そ
の
後
、
七
月
ま
で
C
D
U
、
F
D
P
の
二
党
連
立
C
D
U
首

班
少
数
与
党
政
権
。
一
九
五
一
年
七
月
か
ら
一
九
五
二
年
一
月
ま
で
C
D
U
、
B
H
E
、
F
D
P
、
D
P
の
結
党
連
立
C
D
U
首
班
政

権
。
一
九
五
二
年
一
月
か
ち
一
九
五
三
年
一
月
ま
で
C
D
U
、
B
H
E
（
↓
一
九
五
二
年
一
一
月
に
G
B
／
B
H
E
（
全
ド
イ
ツ
ブ
ロ

ッ
ク
／
故
郷
追
放
者
・
公
民
権
剥
奪
者
ブ
ロ
ッ
ク
）
と
改
称
）
、
D
P
の
三
党
連
立
C
D
U
首
班
政
権
。
一
九
五
三
年
一
月
か
ら
一
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
V

五
四
年
九
月
ま
で
C
D
U
と
G
B
／
B
H
E
の
二
党
連
立
C
D
U
首
班
少
数
与
党
政
権
と
内
閣
の
改
造
が
恒
常
化
し
た
。
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（
四
）
節
　
与
野
党
の
分
水
嶺
と
な
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
基
準

　
モ
ー
リ
ス
・
デ
ュ
ヴ
ェ
ル
ジ
ェ
　
（
ζ
曽
ロ
ニ
。
Φ
∪
β
＜
興
ひ
q
臼
）
に
よ
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
の
六
大
政
党
は
、
図
表
8
に
記
さ
れ
た
よ
う
に
、

「
数
多
く
の
違
っ
た
意
見
を
巡
る
二
元
主
義
が
一
致
し
な
い
」
構
図
、
つ
ま
り
「
社
会
的
な
分
裂
の
重
複
」
現
象
に
由
来
し
て
い
る
。

例
え
ば
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
「
教
権
論
者
（
1
ー
カ
ト
リ
ッ
ク
的
教
育
制
度
）
」
対
「
反
教
権
論
者
（
n
宗
教
に
と
ら
わ
れ
な
い
教
育
制
度
）
」



フランスの政治機構における与野党関係

図表81フランスの六大政党の六極分化の構図：分裂の重複

共産党

社会主義者

急進主義者

キリスト教

進歩派

人民共和派
（カトリック進歩派）

右翼

　
　
　
「
聖
職
一
反
聖
職
」
の
境
界
線

【
翻
］
．
「
東
一
西
」
の
境
界
線

一
「
自
由
－
計
画
」
の
境
界
線

本図表は、Maurice　Duverger，五6s勘γ傭」％〃勿κθ∫，　Libraire　Armond　Colin，

1951，p．262．　Translated　by　Barbara＆Robert　North，　Po1漉6α1地7’ゴεs，

Methuen＆Co．，1955，　p．232．　Obersetzt　von　Siegfried　Landshut，1万6ん媚so勉η

勘r麟6η，J．　C，　B．　Mohr，1959，　S．245．モーリス・デュベルジェ著、岡野加穂留訳

『政党社会学』（潮出版社・一九七〇年）二五五頁による。

　なお、中国の古典『大学』第二章第三節に言う「極」とは、至極、最高善（最高の標

準）を指していた（金谷治訳注『大学・中庸』（岩波文庫・一九九八年）四六～四八

頁）。つまり、「極」とは最高の政治的目的の意である。このように理解すると、ど

の目的（極）を最高善（＝公共善）とするかによって、極分化していることが判る。

と
い
っ
た
旧
式
の
意
見
の
二
極
分
化
は
、
冷
戦
期

の
「
西
」
対
「
東
」
、
な
い
し
「
自
由
（
市
場
経

済
）
」
対
「
統
制
（
計
画
経
済
）
」
な
ど
の
、
他
の

二
極
分
化
と
は
一
致
し
な
い
。
こ
れ
ら
の
二
極
分

化
し
た
意
見
を
重
複
（
ω
琶
①
壱
。
ω
三
〇
昌
）
さ
せ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
図
表
8
の
よ
う
に
マ
王
要
な

ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
　
た
　
　
　
へ

精
神
的
な
系
譜
を
示
す
」
六
極
分
化
の
構
図
を
描

く
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
。

　
す
な
わ
ち
、
共
産
党
は
「
反
教
権
主
義
、
東
の

陣
営
、
統
制
（
計
画
経
済
）
」
を
支
持
し
、
社
会

党
は
「
反
教
権
主
義
、
西
の
陣
営
、
統
制
（
計
画

経
済
）
」
を
支
持
し
、
急
進
社
会
党
は
「
反
教
権

主
義
、
西
の
陣
営
、
自
由
（
市
場
経
済
）
」
を
支

持
す
る
。
キ
リ
ス
ト
教
進
歩
派
【
（
二
）
節
で
既

述
し
た
五
大
政
党
ま
た
は
六
大
政
党
、
も
し
く
は

七
大
政
党
の
中
に
は
、
該
当
す
る
も
の
が
な
い
。

当
該
政
党
．
の
支
持
率
は
一
％
な
い
し
二
％
で
あ
る
。
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そ
こ
で
、
政
党
政
治
の
力
学
の
中
で
は
、
極
小
政
治
勢
力
と
し
て
無
視
で
き
る
。
当
該
政
党
は
、
自
ら
は
良
心
的
で
あ
る
と
仮
想
す
る
、

キ
リ
ス
ト
教
少
数
派
の
思
想
的
営
為
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
一
種
の
理
想
主
義
的
傾
向
を
持
つ
。
キ
リ
ス
ト
教
の
一
部
の
分
派

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

（
ω
Φ
9
）
の
支
持
者
達
に
、
稀
に
散
見
で
き
る
少
数
・
例
外
説
と
言
え
る
。
】
は
「
教
権
主
義
、
東
の
陣
営
、
統
制
（
計
画
経
済
）
」
を

屯
代
表
す
る
。
人
民
共
和
派
（
M
R
P
　
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
派
の
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
者
　
カ
ト
リ
ッ
ク
進
歩
派
）
は
「
教
権
主
義
、
西

の
陣
営
、
統
制
（
計
画
経
済
）
」
を
支
持
し
、
（
後
の
プ
シ
ヤ
ー
ド
派
を
含
む
）
右
翼
と
（
反
共
勢
力
で
あ
る
）
ド
・
ゴ
ー
ル
派
は
「
教

権
主
義
、
西
の
陣
営
、
自
由
（
市
場
経
済
）
」
を
支
持
す
る
。
な
お
、
こ
の
分
類
法
は
、
幾
分
か
は
独
断
的
な
面
を
持
ち
、
単
純
化
し

過
ぎ
た
き
ら
い
も
あ
る
。
確
か
に
、
様
々
な
分
派
集
団
か
ら
構
成
さ
れ
る
「
穏
健
右
派
」
、
「
穏
健
派
」
、
「
独
立
共
和
派
」
、
「
共
和
右

派
」
も
し
く
は
「
農
民
派
」
の
居
場
所
　
　
こ
れ
ら
の
穏
健
諸
派
は
、
人
民
共
和
派
（
カ
ト
リ
ッ
ク
進
歩
派
）
と
右
翼
（
ド
・
ゴ
ー
ル

派
）
と
の
中
間
の
何
れ
か
に
位
置
す
る
と
推
定
で
き
る
　
　
が
捨
象
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
極
小
に
近
い
数
の
支
持
者
し
か
い
な
い

「
キ
リ
ス
ト
教
進
歩
派
」
を
、
一
つ
の
政
治
勢
力
と
見
な
し
て
い
る
。
加
え
て
単
な
る
右
翼
（
の
支
持
基
盤
）
を
超
え
、
広
く
（
社
会

に
対
し
て
）
影
響
力
を
有
す
る
ド
・
ゴ
ー
ル
派
を
過
小
評
価
し
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
全
体
と
し
て
こ
の
分
類
法
は
、
各

党
間
の
実
際
の
分
類
と
一
致
し
、
分
裂
し
て
い
る
意
見
の
主
要
な
境
界
線
と
も
符
合
し
て
い
る
。
故
に
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
多
党
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

は
、
主
要
な
意
見
の
分
裂
（
複
数
の
二
極
分
化
構
造
）
が
一
致
し
て
い
な
い
結
果
な
の
で
あ
る
。

　
M
・
デ
ュ
ヴ
ェ
ル
ジ
ェ
が
指
摘
し
た
政
党
名
を
、
前
述
し
た
政
党
名
と
照
合
す
る
と
、
既
述
し
た
理
由
に
よ
り
、
必
ず
し
も
一
致
し

て
い
な
い
こ
と
が
判
る
。

　
多
極
化
現
象
を
肯
定
す
る
、
M
・
デ
ュ
ヴ
ェ
ル
ジ
ェ
の
分
析
を
、
以
下
の
よ
う
に
補
足
・
説
明
し
た
い
。
M
・
デ
ュ
ヴ
ェ
ル
ジ
ェ
は
、

「
二
大
政
党
制
こ
そ
が
本
来
的
に
は
自
然
で
あ
る
」
と
い
う
分
析
結
果
に
、
限
界
を
感
ぜ
ざ
る
を
え
な
い
と
言
う
。
な
る
ほ
ど
M
・
デ
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ユ
ヴ
ェ
ル
ジ
ェ
に
よ
れ
ば
、
生
来
的
に
、
あ
ら
ゆ
る
対
照
を
な
す
事
物
は
、
真
っ
向
か
ら
反
対
す
る
二
つ
の
見
解
　
　
そ
れ
が
穏
和
に

対
置
さ
れ
て
主
張
さ
れ
る
べ
き
も
の
か
、
熱
烈
か
つ
敵
対
的
に
主
張
さ
れ
る
べ
き
も
の
か
は
区
別
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
一
の
間
の

対
抗
現
象
を
含
む
「
二
元
的
」
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
仮
に
、
様
々
な
正
反
対
の
傾
向
が
あ
り
、
そ
れ
ら
が
相
互
に
全
く

無
関
係
で
独
立
し
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
時
に
は
、
人
々
は
、
一
方
（
の
政
治
的
分
野
A
）
に
お
い
て
一
つ
の
見
解
を
採
用
で
き
る

し
、
ま
た
他
方
（
の
別
の
政
治
的
分
野
B
）
に
お
い
て
も
一
つ
の
見
解
を
（
政
治
的
分
野
A
に
お
け
る
選
択
と
は
無
関
係
か
つ
）
自
由

に
選
択
す
る
こ
と
が
相
対
的
に
可
能
と
な
る
。
多
党
制
（
仏
　
∋
巳
け
首
碧
侍
δ
日
Φ
、
英
　
ヨ
⊆
匠
亡
乾
け
圃
ω
目
、
独
　
≦
Φ
ピ
導
け
虫
Φ
コ
超
ω
－

8
ヨ
）
は
、
正
反
対
の
立
場
の
組
み
合
わ
せ
が
、
既
述
し
た
よ
う
に
、
相
互
に
関
連
性
が
な
く
、
自
由
か
つ
無
関
係
に
な
っ
て
い
る
状

　
　
　
　
（
1
5
）

態
か
ら
生
じ
る
。

　
万
一
、
多
極
化
現
象
を
肯
定
し
な
い
で
、
政
治
生
活
の
思
想
的
傾
向
を
、
単
純
に
二
極
分
化
さ
せ
る
な
ら
ば
、
】
種
の
「
全
体
主
義

（
仏
渥
。
叶
詩
評
巴
お
、
英
渥
。
け
巴
凶
訂
二
習
、
独
渥
。
冨
一
一
け
賢
）
」
的
傾
向
を
持
つ
と
、
M
・
デ
ュ
ヴ
ェ
ル
ジ
ェ
は
批
判
す
る
。
例
え
ば
、

仮
に
全
て
の
フ
ラ
ン
ス
人
が
、
「
西
」
対
「
東
」
．
の
敵
対
関
係
が
他
の
あ
ら
ゆ
る
問
題
よ
り
も
優
先
す
る
と
い
っ
た
気
持
ち
を
持
つ
と

す
る
と
、
共
産
主
義
者
と
反
共
主
義
者
の
二
つ
の
政
党
の
み
し
か
存
在
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
仮
に
「
自
由
（
市
場
経
済
）
」
と
「
統

制
（
計
画
経
済
）
」
の
対
立
の
み
が
基
本
的
で
あ
る
と
、
す
べ
て
の
人
々
が
考
え
る
時
に
は
、
（
例
え
ば
、
英
国
に
お
け
る
保
守
党
と
労

働
党
の
対
立
構
造
の
よ
う
に
）
保
守
主
義
者
と
社
会
主
義
者
の
二
つ
の
政
党
だ
け
に
な
る
。
他
方
、
「
教
権
主
義
」
と
「
反
教
権
主
義
」

の
問
題
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
一
部
で
は
一
九
五
一
年
当
時
な
お
勢
力
を
有
し
て
い
た
よ
う
に
、
最
も
基
本
的
な
問
題
で
あ
る
と
万
人
が
考

え
た
時
に
は
、
（
一
九
〇
五
年
前
後
に
、
こ
の
よ
う
な
方
向
に
進
む
傾
向
が
認
め
ら
れ
た
よ
う
に
、
）
カ
ト
リ
ッ
ク
政
党
と
宗
教
上
の
自

由
を
主
張
す
る
、
二
つ
の
政
党
だ
け
に
な
る
。
こ
れ
に
反
し
て
、
あ
る
者
が
「
西
」
と
「
東
」
の
対
立
を
強
調
し
、
別
の
者
が
「
自
由
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（
市
場
経
済
）
」
と
「
統
制
（
計
画
経
済
）
」
の
対
決
を
主
張
し
、
他
の
者
が
「
教
権
主
義
」
か
「
反
教
権
主
義
」
か
の
二
者
択
一
を
吹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

聴
す
る
と
、
多
党
制
が
生
ま
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
M
・
デ
ュ
ヴ
ェ
ル
ジ
ェ
に
よ
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
の
政
治
情
勢
に
お
け
る
三
つ
の
二
極

対
立
の
複
合
的
現
状
を
、
六
大
（
ま
た
は
五
大
も
し
く
は
七
大
）
政
党
制
は
、
適
切
に
反
映
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
な
お
「
西
」
対
「
東
」
の
敵
対
関
係
の
含
意
す
る
と
こ
ろ
が
、
十
分
に
フ
ラ
ン
ス
国
民
の
各
層
に
ま
で
啓
発
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、

コ
般
大
衆
」
の
場
合
に
は
、
「
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
体
制
を
希
望
し
な
い
多
く
の
労
働
者
、
農
民
お
よ
び
小
市
民
（
仏
　
℃
o
葺
ω
・
び
。
霞
ひ
q
①
o
δ
、

独
u
匿
Φ
貯
げ
曾
σ
q
臼
）
な
い
し
中
産
階
級
の
底
辺
（
英
ロ
一
〇
名
Φ
雫
B
置
巳
Φ
・
o
一
器
ω
）
に
属
す
る
人
々
が
、
自
分
達
の
不
平
不
満
を
ぶ
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

ま
け
る
た
め
に
、
共
産
党
に
投
票
し
て
い
る
」
と
い
う
問
題
点
を
、
M
・
デ
ュ
ヴ
ェ
ル
ジ
ェ
が
一
九
五
一
年
に
指
摘
し
て
い
る
こ
と
に

注
意
し
た
い
。

　
M
・
デ
ュ
ヴ
ェ
ル
ジ
ェ
と
言
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
政
治
学
界
の
重
鎮
で
あ
る
。
だ
が
、
M
・
デ
ュ
ヴ
ェ
ル
ジ
ェ
は
、
後
に
、
一
九
入
九

年
の
欧
州
議
会
議
員
選
挙
に
際
し
て
、
イ
タ
リ
ア
共
産
党
の
比
例
代
表
名
簿
に
登
載
さ
れ
て
、
フ
ラ
ン
ス
社
会
党
と
の
類
似
性
の
観
点

か
ら
、
イ
タ
リ
ア
共
産
党
切
進
歩
的
欧
州
主
義
を
強
調
し
、
ク
ラ
ク
シ
（
切
Φ
け
け
一
調
O
　
O
同
①
×
一
）
元
首
相
（
イ
タ
リ
ア
社
会
党
）
を
攻
撃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

す
る
機
会
を
逃
さ
ず
に
、
極
め
て
傑
出
し
た
役
割
を
果
た
し
て
、
欧
州
議
会
議
員
に
選
出
さ
れ
た
。
M
・
デ
ュ
ヴ
ェ
ル
ジ
ェ
ほ
ど
の
人

物
が
、
な
ぜ
、
政
治
学
者
に
と
っ
て
必
須
な
政
治
的
中
立
性
と
い
う
要
件
を
侵
犯
し
て
ま
で
も
、
こ
う
し
た
行
動
に
出
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
筆
者
は
定
か
に
判
ら
な
い
。
た
だ
し
、
自
由
で
民
主
的
な
国
家
で
あ
る
イ
タ
リ
ア
で
は
、
一
九
九
六
年
四
月
二
一
日
の
総
選
挙
で
、

旧
共
産
党
主
流
派
（
右
派
）
で
構
成
さ
れ
る
「
左
翼
民
主
党
」
が
中
心
と
な
っ
て
、
ロ
マ
ー
ノ
・
プ
ロ
ー
デ
ィ
首
班
候
補
を
擁
立
し
、

政
党
連
合
「
オ
リ
ー
ブ
の
木
」
に
結
集
し
、
ほ
ぼ
選
挙
結
果
で
は
大
勢
を
占
め
た
。
共
産
党
最
左
派
の
「
共
産
党
再
建
派
」
の
閣
外
協

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
V

力
を
得
て
、
「
オ
リ
ー
ブ
の
木
」
は
過
半
数
を
獲
得
し
、
戦
後
初
の
共
産
党
・
王
導
政
権
が
誕
生
し
た
。
以
上
の
経
緯
を
鑑
み
る
と
、
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M
・
デ
ュ
ヴ
ェ
ル
ジ
ェ
の
問
題
行
動
は
む
し
ろ
先
見
の
明
が
あ
っ
た
と
言
う
べ
き
な
の
か
、
判
断
に
窮
す
る
。

第
二
章
n
ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ラ
ン
ダ
、
フ
ラ
ン
ス
第
五
共
和
制
と
の
比
較
分
析

は
し
が
き

フランスの政治機構における与野党関係

　
フ
ラ
ン
ス
第
四
共
和
制
と
最
も
類
似
し
て
い
る
政
治
体
制
は
、
ワ
イ
マ
ー
ル
期
の
ド
イ
ツ
、
な
い
し
、
戦
後
の
イ
タ
リ
ア
政
治
で
あ

ろ
う
。
こ
れ
ら
の
体
制
の
類
似
点
と
は
、
第
一
に
議
会
に
お
け
る
諸
政
党
が
、
小
党
分
立
・
乱
立
傾
向
に
あ
る
こ
と
。
第
二
に
、
一
方

に
お
け
る
共
産
党
と
、
他
方
に
お
け
る
、
右
派
【
第
四
共
和
制
で
は
ド
・
ゴ
ー
ル
派
（
目
反
ナ
チ
派
）
、
ワ
イ
マ
ー
ル
期
末
期
に
は
ナ

チ
党
、
戦
後
イ
タ
リ
ア
で
は
キ
リ
ス
ト
教
民
主
党
】
の
両
極
勢
力
が
強
力
で
あ
る
こ
と
。
第
三
に
、
政
権
の
寿
命
が
短
命
な
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
三
点
に
着
目
す
る
な
ら
ば
、
な
る
ほ
ど
、
ペ
ー
タ
ー
・
パ
ル
ザ
ー
（
℃
Φ
け
Φ
H
　
℃
一
』
一
N
Φ
『
）
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
三
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

の
政
体
は
「
分
極
化
し
た
比
較
的
多
数
の
多
党
制
（
国
×
け
『
①
ヨ
①
勺
O
一
曽
二
ω
①
匹
℃
一
口
『
鋤
一
寸
ω
ヨ
）
」
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
こ
こ
で
、
フ
ラ
ン
ス
第
四
共
和
制
と
ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ラ
ン
ダ
両
国
と
を
比
較
分
析
す
る
と
い
う
事
由
は
、
単
な
る
二
極
化
よ
り
も
多

極
化
し
て
い
る
点
で
の
類
似
性
に
着
目
す
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
多
極
化
現
象
」
を
呈
す
る
複
数
の
代
表
的
な
事
例
を
提
供
し

て
、
そ
の
実
態
を
複
合
的
に
考
察
し
た
い
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ラ
ン
ダ
と
の
比
較
・
論
考
で
は
、
多
極
化
と

い
う
点
で
の
比
較
分
析
に
集
中
す
る
こ
と
を
、
あ
ら
か
じ
め
断
っ
て
お
く
。
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
分
析
の
後
で
、
フ
ラ
ン
ス
第
四
共

和
制
の
多
極
化
傾
向
が
、
フ
ラ
ン
ス
第
五
共
和
制
で
は
、
二
極
化
傾
向
を
持
つ
制
度
に
収
敏
さ
れ
て
い
っ
た
経
緯
を
事
後
検
証
す
る
こ

と
に
し
た
い
。
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（
五
）
節
　
ベ
ル
ギ
ー
に
お
け
る
多
極
化
傾
向
と
の
比
較
分
析

　
ベ
ル
ギ
ー
で
は
、
フ
ラ
マ
ン
語
（
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
語
、
ベ
ル
ギ
ー
設
り
の
オ
ラ
ン
ダ
語
　
＜
一
己
曽
旨
ω
〈
オ
ラ
ン
ダ
語
表
記
〉
、

、
国
鋤
ヨ
鋤
民
Φ
〈
フ
ラ
ン
ス
語
表
記
〉
、
岡
賑
§
匿
6
交
ド
イ
ツ
語
表
記
〉
、
コ
Φ
巨
ω
げ
〈
英
語
表
記
〉
）
を
話
す
ベ
ル
ギ
ー
人
（
約
六
百
万
人
）

と
、
ワ
ロ
ン
語
（
ヴ
ァ
ロ
ン
語
、
ワ
ル
ー
ン
語
、
ベ
ル
ギ
ー
誰
り
の
フ
ラ
ン
ス
語
　
乏
鋤
巴
ω
〈
オ
ラ
ン
ダ
語
表
記
〉
、
乏
巴
δ
昌
〈
フ
ラ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

ス
語
表
記
〉
、
毛
聾
。
巳
8
げ
〈
ド
イ
ツ
語
表
記
〉
、
≦
負
。
一
一
〇
8
〈
英
語
表
記
〉
）
を
話
す
ベ
ル
ギ
ー
人
（
約
四
百
万
人
）
と
の
問
で
、
一
九

九
三
年
二
月
な
い
し
五
月
以
来
、
連
邦
制
の
王
国
を
形
成
し
て
い
る
。

　
ベ
ル
ギ
ー
の
政
党
制
度
の
特
色
は
、
オ
ラ
ン
ダ
（
フ
ラ
マ
ン
）
語
圏
も
し
く
は
フ
ラ
ン
ス
（
ワ
ロ
ン
）
語
圏
の
、
各
言
語
ブ
ロ
ッ
ク

毎
に
固
有
の
政
党
が
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
社
会
主
義
政
党
は
、
オ
ラ
ン
ダ
（
フ
ラ
マ
ン
）
系
の
「
社
会
党
一
S
P

（匂り

W
選
一
ω
け
す
9
①
℃
碧
二
㎞
）
」
二
〇
議
席
と
フ
ラ
ン
ス
（
ワ
ロ
ン
）
系
の
「
社
会
党
　
P
S
（
堅
塁
菖
ω
8
一
巴
韓
Φ
）
」
二
一
議
席
の
両
党

か
ら
な
る
。
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党
は
、
オ
ラ
ン
ダ
（
フ
ラ
マ
ン
）
系
の
「
キ
リ
ス
ト
教
国
民
党
　
C
V
P
（
O
色
白
岳
界
Φ

＜
o
蒔
。
・
b
芒
種
）
」
二
九
議
席
と
フ
ラ
ン
ス
（
ワ
ロ
ン
）
系
の
「
キ
リ
ス
ト
教
社
会
党
　
P
S
C
（
出
費
二
ω
o
o
貯
r
O
寓
①
二
①
コ
）
」
一
一

議
席
の
両
党
か
ら
な
る
（
図
表
9
を
参
照
）
。
こ
れ
ら
四
党
が
一
九
九
二
年
三
月
以
降
、
政
府
与
党
を
形
成
し
て
い
る
。
他
方
で
、
野
党

第
一
党
で
あ
る
自
由
民
主
主
義
政
党
は
、
オ
ラ
ン
ダ
（
フ
ラ
マ
ン
）
系
の
「
フ
ラ
マ
ン
自
由
民
主
市
民
党
　
V
」
D
（
≦
鎚
目
ω
Φ

い
ま
鰭
袖
①
づ
窪
U
①
ヨ
。
ζ
象
Φ
づ
）
」
二
一
議
席
と
フ
ラ
ン
ス
（
ワ
ロ
ン
）
系
「
自
由
改
革
党
／
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
・
フ
ラ
ン
ス
語
圏
民
主

戦
線
　
P
R
」
／
F
D
F
（
℃
碧
ユ
白
露
O
二
目
讐
2
「
い
ま
①
同
巴
－
牢
O
簿
U
仙
8
0
q
P
江
ρ
信
Φ
血
Φ
ω
し
d
毎
×
2
一
9
ω
閏
鑓
コ
8
9
8
Φ
ω
）
」
一
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

議
席
か
ち
構
成
さ
れ
て
い
る
。

54



フランスの政治機構における与野党関係

図表9　ベルギー11党制の多極分化傾向（1995年5月2旧の総選挙後の統計）

極 マ 反 経 組 璽 仏 工 民
1
↓
教 z ラ コ

族
姦 権 団 弓

ど 呈 口
、

　　　　　　　　議席数政党名／

肇
義
主
義 連 合 茜 藺 ジ

1

王
義

議席数 45 92 97 53 91（注2）59 12 13

CVP 29 ◎ 『 ○ 一 ○ 一 　 一

キリスト教国民党

PS 21
一 ○ 一

◎
　
○

一 一

社会党

VLD 21
一 Q ◎ 一 ○

一 一 一

フラマン自由民主市民党

SP 20
一 ○ 一

◎ ○ 　 一 『

社会党

PRL－FDF 18
一 ○ ◎／○

一 一
○／◎

』 一

自由改革党一

ブルッセル仏語圏民主戦線
PSC 11 ◎ 一 ○ 一 一 ○ 一 　

キリスト教社会党

VB 11 一1注1）一 ○ 　 ○ ｝ 一 ◎

フラマンプロック（極右）

ECO 7
一 ○ 一 ○ 一 ○ ◎

一

ワロン緑

AGL／A 5
一 ○ 一 ○ ○

一
◎

一

フラマン緑

VU 5 ○ 一 ○ 　
◎

一 一 一

人目同盟（旧フラマン

キリスト教人民同盟）

FN 2 一（注1＞一 ○ 　 一 ○ 　 ◎

国民戦線（極右）

議席数合計150

本図表の基礎的データは、D6γ躍s6勿7腕伽」㎜ηα碗1998，　Sp．104（Belgien）．による。な

お、各党の政治的立場は、その政党名と一致すると仮定して、Thomas　T．　Mackie／Richard

Rose，脳θ乃z’θη2α〃。ηα」／11㎜ηαcげE～θc’oηJ　H魏。η，　Congressional　Quarterly，1991，

3rd．　ed．，　p．42－44．を参照した上で、原則として筆者が個人的に判断した。そこで、思わぬ

判断ミスがあるかもしれない。請う、御宥恕。

　（注1）極右政党は、西欧キリスト教の伝統を強調して、非キリスト教文化に対して排外

主義を唱える場合もあるが、他方で、無条件のキリスト教博愛主義には敵対するので、カ

トリック教権主義か反教権主義かの分類から除外した。

　（注2）ベルギーには、576万人のオランダ（フラマン）語系住民と、325万人のフランス（ワ

ロン》語系住民と、6万連覇ドイツ語系住民が在住している。計算上の議席数（576：325：6＝

95：54：1）に対して、実際の議席数（91：59）であるから、仏蘭の棲み分けと政党支持傾向は驚

くほど一致していることが判る。

　（注3）1992年以来、連立与党はCVP、　PSC、　PS、　SPである。与党連合は1995年現在、総

計で81議席（CVP：29、　PSC：11、　PS：21、　SP：20）を占めている。首相はジャン・リュック・デ

ハーネ（CVP）である。

　（注4）FDFはフランス（ワロン）系の言語政党、　VUはオランダ（フラマン）系の言語政党

である（『世界年鑑1997』（共同通信社）五五一頁）。
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（
2
3
）

　
こ
れ
ら
（
オ
ラ
ン
ダ
語
と
仏
語
）
の
二
言
語
ブ
ロ
ッ
ク
間
の
二
極
化
現
象
が
、
労
使
間
の
雇
用
関
係
で
見
ら
れ
る
、
左
右
（
社
会
民

主
主
義
的
労
働
組
合
と
自
由
主
義
的
経
営
者
団
体
）
間
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
二
極
構
造
や
、
カ
ト
リ
ッ
ク
的
教
育
か
宗
派
か
ら
自
由
な

教
育
か
を
巡
っ
て
起
き
て
い
る
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
権
主
義
と
反
教
権
主
義
と
の
政
策
上
の
対
立
軸
と
複
合
さ
れ
て
、
多
極
化
現
象
が
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

じ
て
い
る
。
こ
の
言
語
、
階
級
、
宗
教
に
よ
る
六
極
化
現
象
が
、
現
代
ベ
ル
ギ
ー
政
治
の
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
ゴ
ー
ド
ン
．
ス

ミ
ス
（
O
O
「
ユ
0
5
Q
∩
ヨ
一
9
）
に
よ
れ
ば
、
（
引
き
続
い
て
後
述
す
る
）
オ
ラ
ン
ダ
と
共
に
、
「
和
解
と
合
意
形
成
を
目
的
と
し
た
、
談
合
政
治

型
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
が
、
欧
州
の
小
国
で
あ
る
ベ
ル
ギ
ー
で
も
採
ら
れ
て
い
る
。
ベ
ル
ギ
ー
の
よ
う
に
（
多
極
化
が
進
展
し
た
）
分
裂

傾
向
の
強
い
社
会
で
は
、
「
対
立
点
を
際
立
た
せ
、
与
党
・
野
党
間
で
の
二
者
択
一
的
な
選
択
が
強
い
ら
れ
る
、
多
数
決
型
デ
モ
ク
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

シ
ー
」
は
、
そ
の
性
質
の
上
か
ら
も
適
合
し
な
い
と
、
G
・
ス
ミ
ス
は
指
摘
す
る
。
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（
六
）
節
　
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
多
極
化
傾
向
と
の
比
較
分
析

　
オ
ラ
ン
ダ
で
は
、
伝
統
的
に
三
大
宗
教
政
党
（
カ
ト
リ
ッ
ク
国
民
党
u
K
V
P
、
反
革
命
党
u
A
R
P
、
キ
リ
ス
ト
教
歴
史
同
盟
u

C
H
U
）
が
連
立
政
権
を
担
っ
て
き
た
。
戦
後
に
な
っ
て
、
労
働
党
（
P
v
d
A
）
が
中
心
と
な
っ
て
連
立
政
権
を
形
成
す
る
ま
で
、

三
大
宗
教
政
党
の
覇
権
的
支
配
が
続
い
た
。
そ
の
後
一
九
七
七
年
に
、
労
働
党
に
対
抗
す
る
た
め
に
、
三
大
宗
教
政
党
は
「
キ
リ
ス
ト

教
民
主
ア
ピ
ー
ル
（
C
D
A
）
」
と
称
す
る
、
共
同
戦
線
を
創
っ
て
、
「
共
通
の
候
補
者
リ
ス
ト
を
持
つ
単
一
の
ブ
ロ
ッ
ク
政
党
」
と
な

っ
た
。
だ
が
今
日
で
も
な
お
、
旧
三
大
宗
教
政
党
内
部
で
は
宗
教
的
に
右
か
左
か
で
路
線
の
対
立
が
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。
「
キ
リ
ス

ト
教
民
主
ア
ピ
ー
ル
」
に
合
併
す
る
以
前
の
、
政
党
状
況
を
図
表
1
0
に
示
す
。
図
表
1
0
で
は
、
世
俗
的
政
党
に
お
け
る
左
右
の
ス
ペ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
V

ト
ル
（
A
I
B
軸
）
と
並
ん
で
、
宗
教
政
党
に
お
け
る
左
右
の
ス
ペ
ク
ト
ル
（
c
l
D
軸
）
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
明
記
さ
れ



フランスの政治機構における与野党関係

図表10：1971年のオランダ下院における政党の四極分化の様態

宗教的左派

C

PSP

「
一
野
レ
PvdA

1＿．。，一一一一一一

　　　潜在的連立与党候補　　　　NM

　　＿＿9一＿一一一一一一「

　　　　　　　　　　VVD，
　　　　　　　　　　　　　　…

　　　　　　　DS’70　　　1
　　　　　　　　　　　　　　音

Kvp　　　l
　　D’66　　　　　　　1
　　　　　　　ARp　　i
　　　　　　　　　　　　　　§

　　　　　　　　　　CHu　l

　　　　　　　　　　　　　　雷
　　　　　＿，＿＿．。一一一’」Glw

SGP

BI’

世俗的右派

　　　　B

CPN

世俗的左派

A

宗教的右派

　　　　D

　本図表は、Ken　Gladdish，“Opposition　in　the　Netherlands”，　E．　Kolinsky，伽。∫漉。η

勿晩s’θ7ηE猫ψθ，pp．212－233（214，222－223）．清水望監訳『西ヨーロッパの野党』（行人

社・一九九八年）ニ一三、二二四頁（若松新訳）によって作成した。

　なお、政党名の活字の大きさは、当該政党の議員数を反映している。
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た
「
宗
教
政
党
に
お
け
る
左
右
の
ス
ペ
ク
ト
ル
」
の
存
在
の
故
に
、
（
労
働
者
、
雇
用
主
、
農
業
経
営
者
、
都
市
部
住
民
と
同
盟
関
係

に
あ
る
）
三
大
宗
教
政
党
は
、
「
純
粋
に
世
俗
的
（
で
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
）
な
左
派
と
右
派
が
形
成
す
る
二
極
化
の
出
現
を
阻
止
し
」
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

多
極
化
を
進
め
る
淵
源
と
な
っ
て
い
る
。
以
上
が
オ
ラ
ン
ダ
に
お
い
て
多
党
制
が
進
展
し
て
い
る
理
由
で
あ
る
。

　
図
表
1
0
で
特
徴
的
な
の
は
、
（
制
度
的
に
オ
ラ
ン
ダ
王
室
が
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
で
あ
る
為
に
、
宗
教
的
弱
者
と
み
な
さ
れ
る
）
カ
ト

リ
ッ
ク
国
民
党
が
、
宗
教
政
党
に
お
け
る
左
右
の
ス
ペ
ク
ト
ル
（
C
I
D
軸
）
の
中
で
最
も
「
左
寄
り
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
点
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

ろ
う
。
つ
ま
り
、
人
口
統
計
上
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
三
六
％
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
諸
宗
派
二
七
％
（
オ
ラ
ン
ダ
改
革
教
会
一
九
％
を
含

む
）
で
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
方
が
多
い
。
そ
う
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
オ
ラ
ン
ダ
が
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
国
で
あ
る
と
い
う
所
以
は
、

歴
史
的
に
見
れ
ば
、
カ
ト
リ
ッ
ク
国
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
の
（
帝
国
主
義
的
）
支
配
か
ら
抜
け
出
す
為
に
、
新
教
派
の
オ
ラ
ン
ダ
王
家
支

持
勢
力
が
、
フ
ラ
ン
ス
と
独
立
戦
争
を
繰
り
広
げ
て
、
独
立
を
勝
ち
取
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
オ
ラ
ン
ダ
は
、
一
七
九
四
年

に
革
命
派
フ
ラ
ン
ス
軍
に
占
領
さ
れ
た
。
一
入
＝
二
年
に
、
（
イ
ギ
リ
ス
に
亡
命
し
て
い
た
オ
ラ
ニ
エ
家
の
王
子
で
あ
っ
た
）
ウ
ィ
レ

ム
六
世
を
頭
領
と
し
て
仰
ぐ
オ
ラ
ニ
ェ
党
が
、
「
独
立
戦
争
（
閏
円
①
ぎ
Φ
律
。
。
障
「
冨
σ
q
Φ
昌
）
」
に
勝
利
し
た
。
こ
う
し
て
オ
ラ
ン
ダ
は
、
主
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

独
立
国
家
と
な
っ
た
。
そ
れ
以
来
、
オ
ラ
ン
ダ
王
家
の
宗
教
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
制
度
上
、
オ
ラ
ン
ダ
王
室
の
宗
教
が
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
必
ず
し
も
当
事
者
に
と
っ
て
、

幸
い
に
作
用
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
（
ど
う
い
う
形
態
で
あ
れ
）
国
教
制
度
と
い
う
の
は
時
代
錯
誤
の
蓋
然
性
が
残
る
。

例
え
ば
、
一
九
六
四
年
に
、
王
位
継
承
権
守
二
位
に
位
置
す
る
イ
レ
ー
ネ
（
胃
Φ
ロ
Φ
）
王
女
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
で
あ
る
フ
ゴ
i
・

フ
ォ
ン
・
ブ
ル
ボ
ン
ー
ー
パ
ル
マ
（
山
臥
α
Q
o
＜
o
昌
じ
d
o
繋
げ
。
亭
不
二
ヨ
鋤
）
王
子
と
結
婚
し
て
カ
ト
リ
ッ
ク
へ
改
宗
し
、
事
実
上
、
王
位
継

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

承
の
可
能
性
を
放
棄
し
た
と
判
断
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
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付
言
す
る
と
他
方
で
、
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
、
ロ
ン
ド
ン
に
亡
命
し
た
、
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ミ
ナ
（
ぐ
く
＝
げ
①
一
コ
日
一
昌
曽
）
女
王
（
在
位
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

入
玉
〇
～
一
九
四
八
年
）
の
指
導
の
下
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
、
ナ
チ
ス
の
侵
略
（
》
⇒
ひ
q
「
漆
）
に
対
す
る
抵
抗
運
動
も
、
オ
ラ
ン
ダ
人

の
愛
国
心
を
鼓
舞
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
「
抵
抗
運
動
は
占
領
軍
に
実
質
的
な
打
撃
を
与
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
占
領
と
経

済
的
破
局
に
う
ち
ひ
し
が
れ
て
い
る
オ
ラ
ン
ダ
国
民
を
精
神
的
に
鼓
舞
し
、
道
徳
的
な
勇
気
を
ふ
る
い
た
た
せ
る
こ
と
が
で
き
た
」
と

　
　
　
　
（
3
2
）

言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
中
小
国
で
あ
る
オ
ラ
ン
ダ
に
と
っ
て
は
、
独
、
仏
と
い
う
欧
州
大
陸
の
二
大
列
強
に
対
し
て
、
レ
ジ

ス
タ
ン
ス
を
す
る
王
家
と
い
う
色
合
い
が
強
い
の
で
あ
る
。

　
図
表
1
0
の
点
線
で
記
さ
れ
た
四
角
形
の
内
側
に
あ
る
政
党
は
、
政
権
担
当
の
経
験
が
あ
り
、
オ
ラ
ン
ダ
で
は
、
（
大
小
、
様
々
な
大

き
さ
の
）
パ
ズ
ル
の
内
、
こ
の
八
二
と
い
う
、
何
時
も
決
ま
っ
た
幾
つ
か
が
組
み
合
わ
さ
っ
て
、
連
立
政
権
が
組
閣
さ
れ
て
き
た
。
言

い
換
え
れ
ば
、
四
角
形
の
外
側
に
あ
る
政
党
は
、
政
権
担
当
の
経
験
が
な
く
、
そ
れ
故
に
、
政
権
政
党
能
力
は
無
い
と
み
な
さ
れ
る
弱

小
政
党
で
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
の
多
党
制
な
い
し
小
党
分
立
制
の
下
で
は
、
こ
の
よ
う
に
政
府
与
党
と
な
り
う
る
大
中
政
党
と
、
政
権
か

ら
疎
外
さ
れ
た
弱
小
政
党
の
区
別
が
成
り
立
つ
。
さ
ら
に
、
政
府
与
党
と
な
り
う
る
大
中
政
党
の
問
で
も
、
一
、
九
七
七
年
総
選
挙
で
勝

利
し
て
第
一
党
と
な
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
労
働
党
の
よ
う
に
、
権
謀
術
数
に
よ
っ
て
、
総
選
挙
後
の
組
閣
交
渉
に
お
い
て
、
政
権
構
想
か
ら

外
れ
る
可
能
性
さ
え
も
あ
る
。
こ
の
時
に
は
、
「
労
働
党
脅
威
論
」
の
下
に
結
集
し
た
C
D
A
（
三
大
宗
教
政
党
の
後
身
）
と
V
V
D

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

（
自
由
民
主
国
民
党
）
間
で
、
連
立
内
閣
が
組
閣
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
図
表
1
0
を
分
析
す
る
場
合
の
参
考
ま
で
に
、
即
智
大
宗
教
政
党
が
合
併
す
る
以
前
の
各
党
の
実
力
を
提
示
し
た
い
。
第
一
に
、
四
角

形
の
内
側
に
あ
る
（
政
権
を
担
当
し
た
経
験
が
あ
る
）
政
党
に
つ
い
て
ま
と
め
る
。
宗
教
政
党
群
で
は
、
左
派
か
ら
右
派
の
順
で
掲
げ

る
と
、
カ
ト
リ
ッ
ク
国
民
党
（
K
V
P
一
一
九
六
七
年
四
二
議
席
、
一
九
七
一
年
三
五
議
席
、
一
九
七
二
年
二
七
議
席
）
、
反
革
命
党
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（
A
R
P
一
一
九
六
七
年
一
五
議
席
、
一
九
七
一
年
＝
二
議
席
、
一
九
七
二
年
一
四
議
席
）
、
キ
リ
ス
ト
教
歴
史
同
盟
（
C
H
U
二
九

六
七
年
一
二
議
席
、
一
九
七
「
年
一
〇
議
席
、
一
九
七
二
年
七
議
席
）
と
な
る
。
世
俗
政
党
群
で
は
、
左
派
か
ら
右
派
の
順
で
掲
げ
る

と
、
急
進
党
（
P
P
R
”
一
九
七
一
年
二
議
席
、
一
九
七
二
年
七
議
席
）
、
労
働
党
（
P
v
d
A
　
一
九
六
七
年
三
七
議
席
、
一
九
七

「
年
三
九
議
席
、
一
九
七
二
年
四
三
議
席
）
、
民
主
「
九
六
六
年
党
（
D
6
6
二
九
六
七
年
七
議
席
、
｝
九
七
」
年
＝
議
席
、
一
九

七
二
年
六
議
席
）
、
民
主
社
会
一
九
七
〇
年
党
（
D
S
7
0
二
九
七
一
年
八
議
席
、
一
九
七
二
年
六
議
席
）
、
自
由
民
主
国
民
党
（
V
V

D
二
九
六
七
年
｝
七
議
席
、
｝
九
七
｝
年
一
六
議
席
、
一
九
七
二
年
二
二
議
席
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
入
つ
の
大
中
政
党
の
合
計
議
席

数
（
何
れ
も
一
五
〇
議
席
中
）
は
、
一
九
六
七
年
一
三
〇
議
席
、
一
九
七
一
年
＝
二
四
議
席
、
一
九
七
二
年
＝
二
二
議
席
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
四
角
形
の
外
側
に
あ
る
（
政
権
担
当
の
経
験
が
な
い
）
政
党
を
掲
げ
る
と
、
極
左
の
オ
ラ
ン
ダ
共
産
党
（
C
P
N
一
一
九

六
七
年
五
議
席
、
一
九
七
一
年
六
議
席
、
一
九
七
二
年
七
議
席
）
と
社
会
平
和
党
（
P
S
P
二
九
六
七
年
四
議
席
、
一
九
七
一
年
二

議
席
、
一
九
七
二
年
二
議
席
）
、
極
右
の
農
民
党
（
B
P
　
一
九
六
七
年
七
議
席
、
一
九
七
一
年
一
議
席
、
一
九
七
二
年
三
議
席
）
と

中
小
企
業
者
党
（
N
M
一
一
九
七
一
年
二
議
席
）
、
宗
教
的
極
右
の
国
家
改
革
党
（
S
G
P
二
九
六
七
年
三
議
席
、
一
九
七
一
年
三

議
席
、
一
九
七
二
年
三
議
席
）
と
改
革
政
治
同
盟
（
G
P
V
　
一
九
六
七
年
一
議
席
、
一
九
七
一
年
二
議
席
、
一
九
七
二
年
二
議
席
）

と
な
る
。
こ
れ
ら
六
つ
の
弱
小
政
党
な
ど
の
合
計
議
席
数
は
一
九
六
七
年
二
〇
議
席
、
一
九
七
一
年
一
六
議
席
、
一
九
七
二
年
一
八
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
V

席
（
オ
ラ
ン
ダ
ロ
ー
マ
カ
ト
リ
ッ
ク
党
（
R
K
P
N
）
の
一
議
席
を
含
む
）
と
な
る
。

　
以
上
の
分
析
か
ら
明
ら
か
に
な
る
こ
と
は
、
オ
ラ
ン
ダ
で
は
入
入
％
前
後
の
政
党
が
政
権
担
当
の
経
験
を
持
ち
、
か
な
り
の
程
度
、

政
治
の
中
道
化
・
穏
健
化
・
談
合
政
治
化
が
進
ん
で
い
る
と
推
察
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
こ
こ
で
「
中
道
化
」
と
は
、
何
れ
の
政
党
も
、

選
挙
後
の
組
閣
交
渉
に
参
加
す
る
権
利
を
失
わ
な
い
た
め
に
、
「
中
道
寄
り
の
あ
い
ま
い
な
政
策
（
選
挙
綱
領
）
」
を
提
示
し
て
総
選
挙
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を
戦
う
、
と
い
う
側
面
を
示
す
。
そ
し
て
「
穏
健
化
」
と
は
、
政
権
交
代
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
各
党
の
政
策
の
間
に
見
ら
れ

る
相
違
点
の
隔
た
り
が
、
時
間
の
経
過
と
共
に
狭
ま
っ
た
こ
と
を
示
す
。
さ
ら
に
「
談
合
政
治
（
O
O
『
P
ω
O
O
一
鋤
け
一
〇
昌
鋤
一
一
ω
ゴ
P
）
化
」
と
は
、

こ
の
よ
う
に
し
て
何
れ
の
政
党
が
政
権
に
就
い
て
も
、
政
策
上
、
さ
ほ
ど
著
し
い
相
違
が
認
め
ら
れ
な
く
な
っ
て
、
有
権
者
の
意
志
に

お
け
る
変
化
が
、
国
政
に
反
映
し
て
政
策
が
変
更
す
る
と
い
う
経
絡
が
失
わ
れ
、
政
策
を
策
定
す
る
担
当
者
に
伝
わ
り
に
く
く
な
っ
た

こ
と
を
指
す
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
政
治
家
が
談
合
し
「
密
室
政
治
」
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
政
の
担
い
手
は
、
圧
力
団

体
を
通
じ
た
大
き
な
声
に
は
耳
を
傾
け
る
け
れ
ど
も
、
と
り
わ
け
国
民
の
中
の
少
数
者
な
い
し
弱
者
の
意
志
が
届
か
な
い
処
で
国
政
が

決
定
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
雰
囲
気
が
醸
し
出
さ
れ
た
こ
と
が
、
オ
ラ
ン
ダ
政
治
の
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
問
題
は
、
オ
ラ
ン
ダ
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
一
般
に
、
政
権
交
代
を
繰
り
返
し
た
後
の
政
治
体
制
下
で
は
、
各
政

党
間
の
政
策
上
の
分
水
嶺
が
判
別
し
に
く
く
な
る
、
と
い
う
傾
向
（
症
状
）
を
呈
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
第
一
に
、
議
会
政
治
の
レ
ベ

ル
に
お
い
て
、
談
合
政
治
は
広
範
囲
に
わ
た
る
連
立
（
政
権
）
を
基
盤
と
し
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
可
能
な
限
り
多
く
の
副
次
文
化

（
の
担
い
手
と
し
て
の
複
数
の
政
党
）
を
、
利
権
、
官
職
・
役
職
（
ポ
ス
ト
）
任
命
権
、
立
法
政
策
上
の
恩
恵
な
ど
の
「
エ
サ
」
の
配

分
に
よ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
「
談
合
政
治
」
の
仕
組
み
に
編
入
す
る
よ
う
に
企
図
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ス
タ
イ
ル
の
顕
著
な
実
例
は
、

ス
イ
ス
連
邦
で
あ
る
。
第
二
に
、
一
般
社
会
・
経
済
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
、
談
合
政
治
は
主
要
な
包
括
的
経
済
政
策
と
社
会
福
祉
政
策

を
、
議
会
で
議
論
す
る
以
前
に
、
主
要
な
利
益
団
体
と
の
協
調
関
係
に
基
づ
い
て
決
定
す
る
。
こ
れ
は
、
一
種
の
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム

（
o
o
6
0
「
簿
凶
ω
∋
）
の
ス
タ
イ
ル
を
、
公
式
に
、
あ
る
い
は
非
公
式
に
採
る
。
こ
の
ス
タ
イ
ル
の
談
合
政
治
の
顕
著
な
実
例
は
、
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
あ
ろ
う
。
要
す
る
に
こ
れ
ら
は
、
「
政
治
の
舞
台
に
お
け
る
カ
ル
テ
ル
」
で
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
で
は
、

一
九
七
〇
年
代
の
終
わ
り
頃
ま
で
、
こ
の
両
方
の
ス
タ
イ
ル
の
談
合
政
治
が
見
ら
れ
た
。
な
お
、
ケ
ン
・
グ
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
（
閑
①
昌
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裏
判
岳
ω
ゴ
）
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
幸
い
に
も
オ
ラ
ン
ダ
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
に
野
党
を
抑
え
込
む
、
あ
る
い
は
永
続
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

な
中
道
政
治
を
堅
持
す
る
と
い
う
方
向
へ
の
圧
力
は
、
一
九
七
〇
年
代
の
終
わ
り
頃
か
ら
、
低
下
し
て
き
て
い
る
と
い
う
。
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（
七
）
節
　
遠
心
的
多
党
制
か
求
心
的
多
党
制
か

　
第
四
共
和
制
下
の
フ
ラ
ン
ス
と
同
じ
よ
う
に
、
多
党
制
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
オ
ラ
ン
ダ
で
は
、
第
「
章
（
三
）
節
で
指
摘
し
た

「
頻
繁
な
政
権
交
代
」
が
起
き
て
い
な
い
。
そ
れ
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
け
だ
し
多
党
制
で
あ
っ
て
も
（
一
九
九
四
年
八
月
に
、
C
D

A
が
野
党
に
転
落
す
る
ま
で
の
）
オ
ラ
ン
ダ
で
は
、
「
談
合
政
治
」
体
制
で
あ
る
が
故
に
、
政
権
を
巡
っ
て
（
曖
昧
な
）
求
心
力
が
認

め
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
第
四
共
和
制
下
の
フ
ラ
ン
ス
で
は
遠
心
力
が
強
く
、
し
た
が
っ
て
政
権
交
代
の
頻
度
は
、

半
年
に
一
度
で
あ
る
。
ま
た
、
戦
後
の
イ
タ
リ
ア
で
も
遠
心
力
の
方
が
強
く
、
政
権
の
平
均
存
続
期
間
は
お
よ
そ
一
年
で
あ
っ
た
。

　
付
言
す
る
と
、
イ
タ
リ
ア
の
政
党
制
は
、
ジ
ョ
バ
ン
ニ
・
サ
ル
ト
ー
リ
（
∩
甲
凶
O
く
鋤
昌
β
一
　
　
ω
餌
「
け
O
「
凶
）
に
則
っ
て
「
分
極
的
多
党
制

（　

@
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）
層
9
巴
N
巴
b
百
巴
幽
ω
ヨ
）
」
と
纏
で
き
る
・
イ
タ
リ
ア
の
雰
極
化
し
た
多
論
」
で
は
・
カ
ト
リ
・
ク
的
価
鶴
（
D
C
斐
リ

ス
ト
教
民
主
党
の
副
次
的
文
化
）
と
マ
ル
ク
ス
主
義
的
価
値
観
（
P
C
1
1
ー
イ
タ
リ
ア
共
産
党
の
副
次
的
文
化
）
と
い
う
、
二
つ
の
政

治
勢
力
三
景
）
の
間
に
・
政
治
的
分
水
嶺
と
な
る
境
界
線
が
横
た
わ
っ
て
い
る
・
イ
タ
リ
ア
で
は
分
極
化
し
た
政
党
間
に
、
架
橋
で

き
な
い
溝
が
存
在
し
、
万
年
野
党
（
1
1
構
造
的
野
党
）
で
あ
る
P
C
I
は
、
一
九
四
七
年
五
月
以
来
、
一
九
九
六
年
四
月
ま
で
政
権
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

参
加
で
き
ず
に
、
D
C
の
長
期
腐
敗
政
権
が
続
い
た
。
D
C
が
第
一
に
依
存
し
て
い
る
の
は
、
「
腐
敗
と
欺
隔
の
政
治
で
あ
る
」
と

G
・
ア
ミ
ョ
（
O
冨
耳
〉
目
《
o
け
）
は
指
摘
し
た
。
反
対
に
、
オ
ラ
ン
ダ
の
「
分
極
化
し
て
い
な
い
多
党
制
」
は
、
「
談
合
政
治
」
体
制

を
形
成
し
、
何
れ
の
政
党
も
常
に
連
立
政
権
に
参
加
し
う
る
潜
在
的
蓋
然
性
を
持
ち
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
本
当
の
意
味
で
の
野
党
が
存
在
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（
4
0
）

し
な
い
「
野
党
の
沈
黙
化
（
9
Φ
ヨ
三
言
m
q
o
h
8
8
ω
三
〇
巳
」
現
象
が
生
じ
た
。
要
す
る
に
、
イ
タ
リ
ア
の
P
C
I
の
よ
う
に
野
党
が
、

政
府
与
党
に
な
る
機
会
を
完
全
に
奪
わ
れ
る
こ
と
も
、
本
来
の
野
党
機
能
が
停
止
す
る
原
因
に
な
る
し
、
オ
ラ
ン
ダ
の
よ
う
に
連
立
政

権
に
近
似
し
す
ぎ
る
野
党
も
、
ま
た
不
幸
で
あ
る
。

　
幸
い
に
も
第
四
共
和
制
下
の
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
政
権
基
盤
が
弱
く
、
政
権
交
代
が
頻
繁
で
あ
る
こ
と
が
、
ワ
イ
マ
ー
ル
体
制
下
の
ド

イ
ツ
ー
こ
れ
を
、
「
極
右
」
と
「
極
左
」
と
い
う
二
極
分
裂
（
と
民
主
的
勢
力
の
崩
壊
）
へ
の
胎
動
を
秘
め
た
多
党
制
と
も
言
え
る

が
　
　
の
よ
う
に
、
ナ
チ
ス
の
類
い
の
極
右
勢
力
の
台
頭
へ
は
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
。
差
し
当
た
っ
て
の
（
仮
説
的
な
）
結
論
と
し
て

は
、
オ
ラ
ン
ダ
は
「
求
心
的
多
党
制
」
に
近
く
、
第
四
共
和
制
下
の
フ
ラ
ン
ス
は
、
ワ
イ
マ
ー
ル
体
制
下
の
ド
イ
ツ
の
よ
う
に
完
全
な

「
遠
心
的
多
党
制
」
で
は
な
か
っ
た
が
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
「
遠
心
的
多
党
制
」
に
近
か
っ
た
と
し
て
お
き
た
い
。

　
比
較
政
治
機
構
論
的
に
見
れ
ば
、
ワ
イ
マ
ー
ル
体
制
下
の
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
弱
い
議
会
と
強
い
大
統
領
と
の
対
比
の
上
に
、
議

会
政
治
が
破
綻
し
て
、
独
裁
者
（
1
1
よ
り
強
い
大
統
領
）
待
望
論
の
下
に
、
ヒ
ト
ラ
ー
が
登
場
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
第
四
共
和
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

下
の
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
政
治
的
に
は
「
直
接
選
挙
」
に
よ
っ
て
選
ば
れ
る
議
会
が
（
弱
体
で
は
あ
る
が
）
主
権
を
有
し
、
「
間
接
選
挙
」

に
よ
っ
て
選
ば
れ
る
フ
ラ
ン
ス
第
四
共
和
制
の
大
統
領
は
、
（
ワ
イ
マ
ー
ル
体
制
下
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
直
接
選
挙
」
に
よ
っ
て
選

出
さ
れ
る
大
統
領
の
よ
う
に
、
比
較
政
治
制
度
論
の
上
で
も
事
実
の
上
で
も
、
「
授
権
法
」
に
よ
っ
て
議
会
に
取
っ
て
替
わ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
な
）
大
権
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
第
四
共
和
制
下
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
議
会
も
弱
体
だ
が
、
大
統
領

も
更
に
弱
体
で
あ
っ
た
。
も
と
よ
り
、
一
九
五
八
年
以
降
、
第
五
共
和
制
下
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
「
強
力
な
大
統
領
」
が
制
度
化
さ

れ
た
の
は
、
よ
り
強
力
な
国
政
担
当
者
を
、
フ
ラ
ン
ス
国
民
が
待
望
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
い
く
と
、
リ
ー
ダ
ー

　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

と
な
る
人
物
の
資
質
と
共
に
、
制
度
的
に
、
あ
る
一
定
以
上
の
国
土
（
面
積
）
を
有
す
る
国
家
を
統
治
す
る
人
物
に
は
、
（
強
す
ぎ
る
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大
権
も
害
悪
だ
が
、
弱
す
ぎ
て
統
治
不
能
と
な
る
の
も
良
く
な
い
と
い
う
意
味
で
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

な
い
と
、
効
率
的
に
合
理
的
な
統
治
が
で
き
な
い
蓋
然
性
が
あ
る
。

一
定
以
上
（
か
つ
、
一
定
以
下
）
の
大
権
を
持
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
4

（
八
）
節
　
フ
ラ
ン
ス
第
五
共
和
制
に
お
け
る
四
大
政
党
・
二
大
ブ
ロ
ッ
ク
制
へ
の
収
敷
現
象

　
一
九
五
八
年
に
第
五
共
和
制
が
発
足
し
て
以
降
、
数
回
の
国
民
議
会
総
選
挙
を
経
る
に
つ
れ
て
、
六
大
政
党
制
は
四
大
政
党
・
二
大

ブ
ロ
ッ
ク
制
度
へ
移
行
し
た
。
図
表
1
1
に
示
さ
れ
た
「
フ
ラ
ン
ス
国
民
議
会
総
選
挙
に
お
け
る
得
票
率
の
推
移
（
一
九
五
入
年
～
一
九

八
六
年
）
」
を
見
る
と
、
ま
ず
一
九
六
七
年
の
総
選
挙
に
お
い
て
、
左
翼
勢
力
の
中
で
最
も
保
守
的
な
「
急
進
左
派
（
急
進
社
会
党
）
」

が
、
社
会
党
陣
営
に
（
吸
収
）
合
併
さ
れ
た
。
正
確
に
言
え
ば
、
急
進
社
会
党
（
シ
ュ
レ
ベ
ー
ル
派
）
と
左
翼
急
進
運
動
に
分
裂
し
、

前
者
は
後
の
フ
ラ
ン
ス
民
主
連
合
の
系
譜
に
編
入
さ
れ
、
後
者
は
社
会
党
陣
営
に
加
わ
っ
た
。
さ
ら
に
、
一
九
七
三
年
の
総
選
挙
を
最

後
に
、
元
来
、
第
二
次
世
界
大
戦
下
で
の
キ
リ
ス
ト
教
的
な
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
派
で
あ
り
、
右
派
の
中
で
は
最
も
進
歩
的
な
「
民
主
中
道

派
（
人
民
共
和
派
　
M
R
P
）
」
の
政
党
名
が
消
滅
し
て
、
一
九
七
連
年
以
降
、
改
組
さ
れ
た
（
中
道
右
派
の
）
フ
ラ
ン
ス
民
主
連
合

　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
V

に
吸
収
（
合
併
）
さ
れ
た
。
な
お
、
図
表
1
1
の
一
九
入
六
年
の
総
選
挙
で
は
、
共
和
国
連
合
（
旧
ド
・
ゴ
ー
ル
派
）
と
フ
ラ
ン
ス
民
主

連
合
が
統
一
会
派
（
共
闘
組
織
）
を
組
ん
で
い
る
と
み
な
さ
れ
て
い
る
が
、
合
併
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
現
在
も
な
お
両
党
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
る
「
保
守
ブ
ロ
ッ
ク
の
側
の
二
大
政
党
制
」
は
、
社
共
両
党
が
織
り
な
す
「
左
派
ブ
ロ
ッ
ク
の
側
の
一
巨
大
（
社
）
］
中

（
共
）
政
党
制
」
と
共
に
存
続
し
て
い
る
。

　
第
｝
に
、
な
ぜ
六
大
政
党
・
二
大
ブ
ロ
ッ
ク
制
で
は
な
く
、
四
大
政
党
・
二
大
ブ
ロ
ッ
ク
制
へ
収
敏
し
た
の
か
、
し
か
も
そ
の
過
程

に
お
い
て
、
な
ぜ
六
大
政
党
の
中
で
「
最
も
中
道
寄
り
の
二
党
」
1
急
進
社
会
党
と
人
民
共
和
派
1
が
淘
汰
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
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図表11：フランス国民議会総選挙における得票率の推移

　　　　（1958年～1986年、フランス本土）

1958 1962 1967 1968 1973 1978 1981 1986

共　　産　　党 18．9 21．8 22．5 20．0 21．4 20．6 16．1 9．7

極　　　　左 1．4 2．3 22 4．0 3．2 3．3 1．3 1．5

社　会　党 15．5 12．5 ｝19’0 16．5 20．7 25．0 37．8 31．6

急進左派 4．8 7．8 一 　 一 一 一 0．3

中道左派 3．5 　 L4 0．7 1．3 一 　 一

その他の左派 一 一 一 一 一 1．1 0．6 2．1

ド・ゴール派

q．1．一U．D．F．

｝17f 31．9

@一

37．7

@一

43．7

@　

34．6

@一

22．5

Q1．4

20．9

P9．2

｝42f

M．R．P．民主 11．6 9．0 12．6 10．4 12．5 ｝ 一 一。。、．｝中道派

13．7 7．7’
一 　 一 一 一 一

その他右派 9．4 5．9 3．7 4．6 ｝6’2 3．4 2．7 2．9

極　　　　右 3．3 0．9 LO 0．1 　 0．5 0．4 9．9

　（出典）M．Duverger，、L6靭∫’伽Po1∫勿昭Fηηfα露，1985，　p．210，お

よび乙ε盟。ηd6，18　mar§1986より作成。

　本図表は、山崎博久「フランスにおける政権類型とその運用」『早稲田政治

公法研究第25号』（一九八八年）一七〇頁による。

か
。
そ
れ
は
、
図
表
6
に
示
さ
れ
た
、
第
四
共
和
制
下
で
の
連
立
政

権
へ
の
支
持
・
不
支
持
傾
向
を
見
る
と
、
半
ば
判
明
す
る
で
あ
ろ
う
。

六
大
政
党
制
が
実
現
し
て
い
た
第
四
共
和
制
下
で
は
、
政
権
は
圧
倒

的
に
中
道
諸
派
の
政
党
に
基
盤
を
置
く
こ
と
が
多
か
っ
た
。
つ
ま
り
、

「
最
も
中
道
寄
り
の
二
党
」
は
政
府
与
党
と
な
る
蓋
然
性
が
最
も
高

く
、
そ
の
た
め
総
選
挙
で
は
、
常
に
政
府
与
党
と
い
う
看
板
を
背
負

っ
て
臨
む
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
で
は
、
現
体
制
・
現
状
維
持
を
支

持
す
る
有
権
者
は
、
政
府
与
党
で
あ
る
「
最
も
中
道
寄
り
の
二
党
」

に
支
持
を
寄
せ
た
と
推
定
で
き
る
。
そ
れ
に
反
し
て
第
五
共
和
制
下

で
は
、
大
統
領
選
挙
で
勝
て
る
政
党
連
合
を
創
り
出
す
た
め
に
、
ニ

ブ
ロ
ッ
ク
制
へ
「
二
極
分
化
」
し
た
。
二
月
分
化
し
た
体
制
下
で
は
、

あ
れ
か
こ
れ
か
と
い
う
二
者
択
一
的
思
考
が
、
幅
を
利
か
す
で
あ
ろ

う
。
そ
の
際
に
、
あ
れ
を
半
分
と
こ
れ
を
半
分
と
い
う
中
道
寄
り
の

折
衷
論
的
思
考
は
、
後
退
し
が
ち
と
な
る
と
判
断
で
き
る
。
こ
の
思

考
構
造
上
の
論
理
の
結
果
と
し
て
、
紆
余
曲
折
を
経
た
後
に
、
折
衷

論
的
な
「
最
も
中
道
寄
り
の
二
党
」
が
消
滅
し
た
と
見
ら
れ
る
。

　
第
二
に
な
ぜ
、
二
大
ブ
ロ
ッ
ク
制
へ
移
行
し
た
の
か
と
い
う
点
に
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つ
い
て
は
、
第
一
に
「
大
統
領
選
挙
に
お
い
て
勝
て
る
政
党
連
合
を
創
り
出
す
た
め
に
、
ニ
ブ
ロ
ッ
ク
制
へ
移
行
し
」
、
第
二
に
、
大

統
領
選
挙
に
お
け
る
「
決
選
投
票
制
」
が
こ
の
移
行
を
確
実
に
し
て
、
第
三
に
「
小
選
挙
区
二
回
投
票
制
」
と
い
う
国
民
議
会
総
選
挙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）

の
制
度
が
、
二
大
ブ
ロ
ッ
ク
制
を
更
に
安
定
さ
せ
た
と
い
う
主
旨
の
、
選
挙
制
度
論
的
な
旧
稿
の
考
察
を
参
照
し
て
欲
し
い
。
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あ
と
が
き

　
な
お
フ
ラ
ン
ス
第
五
共
和
制
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
大
統
領
候
補
を
繰
り
返
し
務
め
る
と
、
よ
し
ん
ば
繰
り
返
し
敗
退
し
た
と
し
て
も
、

現
職
の
大
統
領
に
当
選
す
る
確
率
が
、
確
実
に
上
昇
し
続
け
る
と
い
う
傾
向
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
F
・
ミ
ッ
テ
ラ
ン
（
閃
満
開
8
δ

寓
葺
七
回
a
）
は
一
九
六
五
年
（
決
選
投
票
で
四
四
・
八
○
％
を
獲
得
）
、
六
九
年
（
大
統
領
候
補
に
な
れ
ず
）
、
七
四
年
（
決
選
投

票
で
四
九
・
一
九
％
を
獲
得
）
と
合
計
二
回
、
落
選
し
た
後
に
、
一
九
入
一
年
（
決
選
投
票
で
五
一
・
七
六
％
を
獲
得
）
、
入
豊
年

（
決
選
投
票
で
五
四
・
〇
二
％
を
獲
得
）
に
大
統
領
に
当
選
し
た
。
J
・
シ
ラ
ク
（
冨
o
ρ
仁
。
ω
〇
三
鑓
。
）
は
一
九
入
一
年
（
第
一
巴
投

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
V

票
で
一
入
・
○
○
％
を
獲
得
）
、
八
入
年
（
決
選
投
票
で
四
五
・
九
八
％
を
獲
得
）
と
二
回
続
け
て
落
選
し
た
後
に
、
「
九
九
五
年

（
決
選
投
票
で
五
二
・
六
四
％
を
獲
得
）
に
当
選
し
た
。
ま
た
、
社
会
党
の
現
職
の
首
相
で
あ
る
」
・
ジ
ョ
ス
パ
ン
（
い
δ
昌
色

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）

一
〇
ω
且
昌
）
は
一
九
九
五
年
（
決
選
投
票
で
四
七
二
二
六
％
を
獲
得
）
に
落
選
し
た
が
、
現
在
、
大
統
領
に
な
る
確
率
が
最
も
高
い
野
党

の
政
治
家
で
あ
る
。
つ
ま
り
ジ
ョ
ス
パ
ン
は
、
二
〇
〇
二
年
の
次
回
の
大
統
領
選
で
は
、
よ
し
ん
ば
負
け
て
も
、
大
統
領
候
補
に
な
り

さ
え
ず
れ
ば
、
二
〇
〇
七
年
の
次
々
回
の
大
統
領
選
で
は
、
最
強
の
候
補
に
な
る
目
が
出
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
現
象
が
起
き
る
理
由

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
8
）

は
、
強
い
政
治
家
が
大
統
領
に
な
っ
て
指
導
力
を
発
揮
す
る
こ
と
を
、
お
お
む
ね
フ
ラ
ン
ス
国
民
が
望
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。



お
わ
り
に
　
二
大
政
党
制
度
の
政
治
的
含
意
に
つ
い
て
i
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ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
英
国
は
、
共
に
二
大
政
党
制
度
が
成
功
し
た
、
経
済
的
に
繁
栄
し
、
安
定
し
た
世
界
有
数
の
先
進
国
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）

二
大
政
党
制
に
類
似
し
た
効
果
を
持
つ
、
二
大
ブ
ロ
ッ
ク
制
度
が
今
日
の
フ
ラ
ン
ス
で
制
度
化
さ
れ
て
い
る
と
、
旧
稿
で
は
記
し
た
。

だ
が
、
こ
の
「
ブ
ロ
ッ
ク
政
治
」
制
度
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
い
て
も
、
「
社
会
主
義
ブ
ロ
ッ
ク
（
社
民
党
＋
左
共
産
党
）
」
と
「
ブ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
V

ジ
ョ
ワ
・
ブ
ロ
ッ
ク
（
中
央
党
＋
国
民
党
＋
穏
健
統
一
党
こ
の
間
で
一
時
的
に
成
立
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
四
箇
国
の
事
例
に
お
け
る

二
大
政
党
制
度
、
な
い
し
二
大
ブ
ロ
ッ
ク
制
度
は
、
総
選
挙
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
政
権
交
代
が
適
度
に
起
き
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

こ
の
よ
う
な
民
主
的
な
政
権
交
代
を
契
機
と
し
て
、
誕
生
し
た
と
言
っ
て
差
し
支
え
な
い
と
思
う
。

　
こ
こ
で
政
権
交
代
と
は
、
原
則
と
し
て
、
相
異
な
る
政
党
も
し
く
は
政
党
連
合
間
で
の
政
権
の
移
動
を
意
味
す
る
。
つ
ま
り
、
同
一

首
班
与
党
内
で
の
指
導
者
（
隠
党
首
も
し
く
は
総
裁
）
の
交
代
に
起
因
す
る
、
首
班
の
交
代
、
つ
ま
り
政
権
の
委
譲
は
含
ま
な
い
。
し

か
し
、
第
一
に
、
政
党
連
合
間
で
部
分
的
に
連
立
の
組
み
替
え
が
あ
っ
た
場
合
【
一
1
例
え
ば
、
C
D
U
／
C
S
U
と
F
D
P
の
連
立
政

権
が
S
P
D
と
「
緑
の
党
」
の
連
立
政
権
に
よ
っ
て
代
替
さ
れ
た
、
一
九
九
八
年
一
〇
月
の
政
権
交
代
以
前
に
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
1
）

で
起
き
た
三
回
の
政
権
交
代
は
、
何
れ
も
連
立
与
党
の
組
み
替
え
に
よ
っ
て
い
た
】
に
、
政
権
交
代
と
み
な
す
の
か
、
あ
る
い
は
政
権

の
委
譲
と
判
断
す
る
の
か
は
、
微
妙
な
政
治
的
判
断
を
要
す
る
問
題
と
な
る
。
第
二
に
、
適
度
な
政
権
交
代
の
頻
度
を
考
え
る
時
に
、

あ
る
時
代
の
、
あ
る
国
家
に
お
い
て
、
一
〇
年
に
一
度
、
政
権
交
代
が
起
き
る
の
が
正
常
な
の
か
、
二
〇
年
に
一
度
、
政
権
交
代
が
起

き
る
の
が
正
常
な
の
か
を
判
断
す
る
た
め
に
必
要
な
、
政
権
交
代
の
蓄
積
さ
れ
た
範
例
（
］
≦
⊆
ω
8
「
）
が
少
な
い
。
け
だ
し
、
戦
後
の
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図表12：0E：CD加盟20箇国における政権交代の頻度（1946年から1991年）

期間 1946－65年 期間 1966－91年

政権交代

ﾌ回数

総選挙

ﾌ回数

総選挙1回あ

ｽりの政権交
繧ﾌ頻度（％》

政権交代

ﾌ回数

総選挙

ﾌ回数

総選挙1回あ

ｽりの政権交

繧ﾌ頻度（％）

オーストラリア 1 8 13 3 11 27

ベルギー 5 7 71 6 8 75

（西）ドイツ 0 5 0 3 7 43

デンマーク 3 7 43 5 11 45

ブインランド 8 5 160 7 8 88

フランス 0 1 0 3 7 43

イギリス 2 5 40 3 7 43

アイルランド 4 6 67 6 7 86

アイスランド 6 7 86 8 8 100

イタリア 0 5 0 2 6 33

日本 2 9 22 0 8 0

カナダ 2 7 29 3 7 43

ルクセンブルク 1 5 20 4 5 80

ニュージーランド 3 7 43 4 9 44

オランダ 3 6 50 9 8 113

ノルウェー 3 5 60 6 6 100

オーストリア 1 5 20 2 8 25

スウェーデン 0 6 0 3 9 33

スイス 2 5 40 0 6 0

アメリカ合衆国 2 5 40 3 6 50

　Quelle：Fortschreibung　von痂厩4　G　S肋癬4’，“Machtw㏄hsel　in　der　Bundesrepublik

（1949－1990）．Ein　Kommentar　aus　der　Perspektive　der　vergleichende　Politikforschung”，

in：β‘α嬬θ．　B．／恥〃㎜ηη，且（Hrsg．）：Die　alte　Bundesrepublik（Leviathan　Sonderheft

12／1991），Opladen，　S．179－203（200）auf　deゼBasis　von　Aκぬ勿4θγGθg6ηωαπund〈セ膨

zπアτ々θ7ゐ魔観8．

　本図表は、Hrsg．　v．　Dieter　Nohlen，五6勲oη4θ7　PoJ”読，　Bd．3：Die　westlichen　Lander，

1992，C．　H．　Beck，　Manfred　G．　Schmidt，　Opposition，　S．283－288（287）．による。

　なお、政権交代（Machtwechse1）の定義は、各人各様である。しかし、図表12では、政府

与党を構成する政党が、例えば、右派政権から中道政権へ、中道政権から左派政権へ、も

しくは、その反対方向への意義ある変動を含む場合を、政権交代であると判断する。政権

交代が僅少な国家としては、一九八○年代末までのスウェーデンや一九九三年までの日本

がある。さらに、ドイツ語圏（ドイッ、オーストリア、スイス）では、政権交代の頻度は低

い。なお、一般に図表12が示す国家では、一九四六年から一九六五年までよりも、一九六

六年から一九九一年までの方が、政権交代の頻度は高くなっている。（M，G．　Schmidt，
OPPosition，　S．286．）
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　　図表13：西側民主主義諸国における政権の安定度

（1946年から1990年までの政権の平均寿命：月数）の国際比較

1946－80 1949－90 1946－80 1949－90

オーストラリア 24．7 27．9 イタリア 11．1 11．0

ベルギー 16．1 17．3 カナダ 32．3 34．0

（西）ドイツ（1949年以降） 31．1 33．0 ルクセンブルク 38．3 43．ア

デンマーク 233 24．6 ニュージーランド 38．2 35．2

フィンランド 12．3 14．5 オランダ 26．3 29．5

フランス（1958年以降） 24．0 18．6 ノルウェー 42．0 33．8

イギリス 35．0 36．3 オーストリア 30．0 33．7

アイルランド 32．3 30．2 スウェーデン 46．7 40．8

アイスランド 30．0 30．9

　Quellen：Sα舷6悶1）．／飽㎜槻，γ，“The　Stability　and　Survival　of　Governments　in

Western　Democracy”，　in：Acta　Politica　12，1977，　pp．346－377．κ伽sθoηBの，〃zθ，

Parteien　in　westlichen　Demokratien，　MUnchen，1984．

　本図表は、Hrsg，　v，　Dieter　Nohlen，　Lε漉。η4θ7　R）～’励，　Bd．3：Die　westlichen　Lander，

1992，C．　H．　Beck，　Klaus　von　Beyme，　Regierungswechse1，　S．401－404（402）．による。

　なお、本文でも触れられたオランダの談合政治体制で1よ社会そのものは様々な方向に

分裂しながらも、内閣の平均在職期間は二九・五箇月で、特筆すべき「政治の安定」が保た

れている、という良い面もある。つまり、オランダの政治は多極分化しているが、それにも

かかわらず、複数の政党が競合する代わりに、「協力という政治」が進展しているのである。

西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
メ
リ
カ
圏
で
も
、
政
権
交
代
の
事
例
が
未

だ
に
僅
少
だ
か
ら
で
あ
る
。
図
表
1
2
で
は
、
選
挙
の
回
数
当
た

り
の
政
権
交
代
の
回
数
を
百
分
率
で
表
示
し
て
、
政
権
交
代
の

頻
度
を
国
際
比
較
し
て
い
る
。

　
日
本
の
現
状
で
は
、
何
れ
の
政
権
交
代
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ

を
起
こ
す
た
め
に
は
最
大
限
の
努
力
を
傾
注
し
て
、
可
能
な
限

り
の
合
理
的
で
合
目
的
的
な
手
段
を
用
い
、
死
力
を
尽
く
し
て
、

よ
う
や
く
一
回
の
政
権
交
代
が
起
き
て
い
る
。
け
だ
し
、
図
表

12

ﾉ
示
さ
れ
て
い
る
通
り
、
一
九
四
入
年
一
〇
月
か
ら
一
九
九

三
年
八
月
ま
で
の
日
本
で
は
、
一
度
も
政
権
交
代
の
事
実
が
な

か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
一
方
で
、
こ
の
よ
う
な
政
権
交
代
が
制

度
的
に
全
く
無
い
と
さ
れ
た
旧
ソ
連
圏
諸
国
で
は
、
制
度
的
変

革
に
基
づ
く
政
権
の
交
代
が
渇
望
さ
れ
た
。
他
方
で
、
フ
ラ
ン

ス
第
四
共
和
制
、
戦
後
イ
タ
リ
ア
政
治
（
図
表
1
3
が
示
す
と
お

り
、
イ
タ
リ
ア
で
は
内
閣
の
平
均
寿
命
は
一
一
箇
月
で
あ
る
）
、

ワ
イ
マ
ー
ル
・
ド
イ
ツ
の
よ
う
に
政
権
交
代
の
頻
度
が
著
し
く

高
い
国
家
（
図
表
1
2
で
は
、
一
九
四
六
年
か
ら
一
九
六
五
年
ま
69



図表14：西側民主主義諸国における内閣更迭（Regierungsauf16sung）の根拠

　　　　　　　　　（1946年から1990年まで）

議会を

ｴ因と
ｷるも
ﾌ
総選挙
連立の
�
連立の

g大
自発的

ｫ任

首相の

?去も
ｵくは

注N上

　　　国家元慣例上　　　首とのの辞任　　　衝突

内閣の

告

の理由

オーストラリア 16 2 19

ベルギー 9 18 2 1 3エ

デンマーク 1 14 2 1 3 22

（西）ドイツ 11 2 1 1 15

フィンランド 3 11 10 6 4 1　　　1 37

フランス 7 2 2 3　　　5 20

イギリス 9 2 3 15

アイルランド 1 13 2 17

アイスランド 10 3 1 2 17

イタリア 8 7 21 7 3 47

カナダ 12 2 1 16

ルクセンブルク 6 3 1 1 12

ニュージーランド 10 3 2 16

オランダ 1 12 4 18

ノルウェー 3 9 1 2 1 17

オーストリア 11 4 1 1 18

スウェーデン 1 5 3 1 2 13

合計 18 172 71 21 22 18 6　　　6 350

　（注）西ドイツは1949年から1990年、フランスは1959年から1990年の統計である。

Quelle；K伽s砂oπBθy耀，　Parteien　in　westlichen　Demokratien，　Munchen，1984　und

z4κ肋4θγG㎎θηω魏．
本図表は、Hrs9．　v．　D重eter　Nohlen，ムα漉oη6〃動魏鋭，　Bd，3：Die　westlichen　L撫der，

1992，C，　H．　BecR，　Klaus　von　Beyme，　Regierungswechsel，　S．401－404（403）．による。

で
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
等
が
該
当
す
る
）
で

は
、
政
権
交
代
の
有
用
性
の
大
半
が
失
わ

れ
、
政
府
与
党
と
な
る
こ
と
の
有
り
難
み

も
薄
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
以
上
の
よ
う
な
問
題
点
は
あ
る
が
、

「
野
党
と
少
数
反
対
意
見
の
自
由
」
と
は
、

適
切
な
頻
度
で
「
政
権
交
代
」
が
起
き
る

た
め
の
、
条
件
の
整
備
を
主
要
な
目
的
と

す
る
。
そ
れ
は
、
世
論
の
偏
向
（
左
傾

化
）
を
目
指
す
思
想
的
営
為
で
は
な
い
。

一
方
で
、
（
西
）
ド
イ
ツ
の
中
道
左
派
に

お
い
て
、
多
元
主
義
が
世
論
の
左
傾
化
を

目
的
と
せ
ず
に
、
む
し
ろ
左
右
両
極
の
独

裁
制
と
対
決
す
る
「
新
多
元
主
義
」
と
な

り
、
国
政
を
分
析
す
る
手
段
と
し
て
受
け

　
　
　
（
5
2
）

入
れ
ら
れ
た
よ
う
に
、
本
稿
に
言
う
「
野

党
と
少
数
反
対
意
見
の
自
由
」
も
、
具
体
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図表15西側民主主義諸国の政権交代（Alternierende　Regierungen）と

　　　　　　　　　　　　　　　連立政権の組み替えの発生年

オーストラリア

ベルギー

（西）ドイツ

デンマーク

フランス

ギリシャ

イギリス

アイルランド

カナダ

ルクセンプルク

ニュージーランド

ノルウェー

オーストリア

スウェーデン

スペイン

1946，

1954，

1969，

1950，

198L

1981，

1945，

1948，

1957，

1974，

1949，

1963，

1970，

1976，

1982

1972，

1958，

1982

1953，

1986，

1991

1951，

1951，

1963，

1979

1957，

1965，

1983，

1982，

1975，　1983

1974，　1982

1968，　1971，

1988

1973，　1975，　1982，　1990

1964，　1970，　1974，　1979

1954，　1973，　1977，　1981，

1979，　1980，　1984

1960，

1971，

1987

1991

1982，　1987

1972，　1975，　1984，　1990

1972，　1973，　1981，　1986， 1989，　1990

　Quelle；K伽s”oηB¢翅θ，　Parteien　in　westlichen　Demokratien，　Munchen，1984

und　Aκ海勿46γ（㎏εηzθ｛z”．

　本図表は、Hrsg，　vl　Dieter　Nohlen，　L麗々。η4θ7　Po1漉ん，　Bd．3：Die　westlichen　Lander，

1992，C．　H．　Beck，　Klaus　von　Beyme，　Regierungswechsel，　S．401－404（404）．による。

的
政
策
論
争
を
通
じ
た
、
政
権
交
代
の
制
度
を
保
証
し
よ
う
と
企

図
し
て
い
る
。
他
方
で
、
（
西
）
ド
イ
ツ
の
中
道
右
派
に
お
い
て
、

世
論
全
体
の
右
傾
化
を
目
的
と
し
な
い
、
極
右
を
排
撃
す
る
保
守

主
義
が
、
反
ナ
チ
主
義
と
一
体
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
戦
後
に

お
い
て
政
治
的
保
守
主
義
の
「
再
生
」
、
な
い
し
、
「
新
保
守
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
3
）

義
」
の
発
展
を
生
み
出
し
た
よ
う
に
、
「
少
数
反
対
意
見
の
自
由
」

は
認
め
ら
れ
る
が
、
世
論
の
偏
向
（
右
傾
化
）
は
認
め
な
い
。
つ

ま
り
、
具
体
的
な
政
策
論
争
を
す
べ
き
分
野
に
お
い
て
も
、
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
論
争
を
追
求
し
が
ち
な
（
熱
を
帯
び
、
ま
た
時
折
、
拍

手
喝
采
を
伴
う
）
極
右
・
極
左
思
想
は
、
「
民
主
側
に
と
っ
て
は

有
害
無
益
」
で
あ
る
と
判
断
す
る
。
但
し
、
こ
の
よ
う
に
偏
向
し

た
意
見
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
通
常
の
経
路
で
は
反
映
さ
れ
な
か

っ
た
論
点
を
、
政
治
の
舞
台
に
イ
ン
プ
ッ
ト
す
る
点
で
は
貢
献
す

る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
直
ち
に
「
民
主
制
の
敵
」
で
あ
る

と
即
断
す
る
の
は
、
不
適
切
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
要
す
る
に

「
野
党
と
少
数
反
対
意
見
の
自
由
」
と
は
、
「
自
由
と
民
主
制
」
を

護
る
と
い
う
意
味
で
、
価
値
拘
束
的
で
あ
る
。
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（
5
4
）

　
両
極
を
排
す
る
民
主
制
度
は
、
（
過
激
な
人
々
の
）
思
想
的
営
為
を
殊
更
に
制
限
し
な
く
と
も
、
比
例
代
表
制
に
お
け
る
阻
止
条
項

や
小
選
挙
区
制
度
の
よ
う
に
、
選
挙
制
度
を
効
果
的
に
運
用
し
て
、
二
大
政
党
（
な
い
し
巨
大
政
党
）
制
が
具
象
化
さ
れ
れ
ば
、
明
ら

か
に
実
現
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
自
由
で
穏
健
な
基
盤
に
立
つ
、
安
定
し
た
保
守
政
党
が
統
治
し
て
き
た
一
九
五
五
年
以
降
の
日
本
で

は
、
政
府
与
党
よ
り
も
一
段
と
保
守
的
な
政
党
が
一
一
九
九
八
年
に
九
・
三
〇
％
の
得
票
率
を
獲
得
し
た
自
由
党
を
除
い
て
1
一
国

会
に
代
表
者
を
送
っ
た
こ
と
は
な
い
。
ま
た
、
現
実
的
政
策
を
立
案
す
る
、
巨
大
な
社
会
民
主
主
義
党
が
政
権
を
運
営
す
る
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
で
も
、
戦
後
政
治
に
お
い
て
は
、
左
共
産
党
は
政
権
に
閣
僚
を
送
っ
た
こ
と
は
な
い
。
巨
大
な
二
大
政
党
－
保
守
党
と
労
働
党

1
が
政
権
交
代
を
繰
り
返
し
て
き
た
、
戦
後
の
英
国
の
庶
民
院
（
下
院
）
選
挙
で
は
、
一
九
四
五
年
の
総
選
挙
で
英
国
共
産
党
が
二

　
　
　
　
　
（
5
5
）

議
席
を
獲
得
し
て
以
来
、
英
国
共
産
党
は
一
度
も
当
選
し
て
い
な
い
。
同
じ
く
巨
大
な
二
大
政
党
－
民
主
党
と
共
和
党
一
が
政
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
6
V

交
代
を
繰
り
広
げ
て
き
た
、
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
も
、
極
め
て
ま
れ
に
第
三
勢
力
が
極
小
の
議
席
数
を
獲
得
す
る
に
過
ぎ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
7
）

か
つ
て
第
四
共
和
制
下
で
、
「
野
党
ば
か
り
で
、
そ
れ
以
外
に
は
何
も
な
い
（
Z
o
昏
言
ひ
q
げ
暮
O
薯
。
ω
三
〇
巳
」
と
言
わ
れ
、
深
刻
な
小

党
分
立
に
悩
ん
だ
フ
ラ
ン
ス
で
さ
え
も
、
今
日
の
第
五
共
和
制
下
で
は
、
小
選
挙
区
二
回
投
票
制
度
（
決
選
投
票
制
度
）
の
故
に
、
二

大
ブ
ロ
ッ
ク
制
度
へ
収
敏
さ
れ
、
統
計
的
に
言
え
ば
、
極
左
の
既
成
政
党
（
共
産
党
）
は
、
か
つ
て
よ
り
も
国
民
議
会
に
進
出
し
づ
ら

　
　
（
5
8
）

く
な
っ
た
。

　
た
だ
し
、
政
治
的
に
欲
求
不
満
が
昂
進
し
て
、
国
政
の
担
当
者
が
、
極
右
な
い
し
極
左
偏
向
に
走
っ
て
、
全
体
主
義
体
制
に
陥
る

「
政
治
的
症
状
」
が
発
症
す
る
こ
と
自
体
が
、
経
済
的
に
発
展
し
、
安
定
し
た
先
進
民
・
王
国
で
は
稀
有
な
事
例
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
、

注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
点
を
勘
案
す
る
と
、
二
大
政
党
制
度
な
い
し
二
大
ブ
ロ
ッ
ク
制
度
は
有
益
で
あ
る
が
、
二
大
政
党
制
度
な

い
し
二
大
ブ
ロ
ッ
ク
制
度
の
み
が
、
万
能
か
つ
有
益
な
唯
一
の
政
党
制
で
あ
る
と
い
う
思
い
込
み
は
、
是
正
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
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る
。
そ
こ
で
、
多
様
な
形
態
の
連
立
政
権
や
、
少
数
与
党
政
権
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
分
析
す
る
必
要
性
が
生
ま
れ
る
。
将
来
、
こ
れ
ら
の

分
析
は
、
別
稿
の
課
題
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

フランスの政治機構における与野党関係

注
（
1
）
　
拙
稿
「
英
国
の
政
治
機
構
に
お
け
る
与
野
党
の
建
設
的
関
係
（
1
）
l
H
・
フ
ァ
イ
ナ
ー
の
論
考
を
手
が
か
り
と
し
て
一
」
『
早
稲
田
社
会
科
学
研

　
　
究
第
5
3
号
』
（
一
九
九
六
年
）
五
七
～
一
〇
七
頁
。
拙
稿
「
英
国
の
政
治
機
構
に
お
け
る
与
野
党
の
建
設
的
関
係
（
2
）
一
H
・
フ
ァ
イ
ナ
ー
の
論
考
を

　
　
手
が
か
り
と
し
た
比
較
分
析
一
」
『
早
稲
田
社
会
科
学
研
究
第
5
4
号
』
（
一
九
九
七
年
）
六
七
～
一
〇
〇
頁
。

（
2
）
　
こ
こ
で
「
な
ぜ
、
フ
ラ
ン
ス
第
四
共
和
制
の
研
究
に
着
手
し
た
の
か
」
に
つ
い
て
説
明
し
た
い
。
本
稿
の
執
筆
を
開
始
し
た
当
時
の
（
村
山
富
市
内

　
　
閣
が
成
立
し
た
以
降
の
）
日
本
の
国
政
を
顧
み
る
と
、
与
野
党
共
に
「
党
規
律
の
欠
如
」
が
認
め
ら
れ
、
「
党
籍
変
更
」
が
恒
常
化
し
て
お
り
、
「
（
小

　
　
党
分
立
傾
向
を
含
ん
だ
）
多
党
化
」
現
象
が
生
じ
る
気
配
が
感
じ
ら
れ
た
。

　
　
　
特
に
村
山
氏
の
首
班
指
名
に
際
し
て
、
新
政
権
を
支
持
す
る
政
党
の
党
議
拘
束
力
が
弱
体
化
し
て
、
自
社
さ
き
が
け
三
党
に
お
い
て
は
「
交
差
投

　
　
票
」
が
顕
著
に
見
ら
れ
、
ま
た
棄
権
率
も
高
か
っ
た
。
こ
の
時
の
衆
議
院
に
お
け
る
第
一
回
投
票
で
は
、
連
立
与
党
・
自
由
民
主
党
は
一
六
七
票
が

　
　
（
与
党
統
一
候
補
の
）
村
山
富
市
、
二
六
票
が
（
野
党
統
】
候
補
の
）
海
部
俊
樹
、
五
票
が
河
野
洋
平
、
欠
席
・
棄
権
三
票
で
あ
り
、
首
班
与
党
・
日

　
　
本
社
会
党
は
四
九
票
が
村
山
、
入
票
が
海
部
、
一
票
が
棄
権
で
あ
り
、
連
立
与
党
・
さ
き
が
け
は
二
一
票
が
村
山
、
一
票
が
海
部
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、

　
　
無
効
票
（
白
票
）
が
二
三
票
も
あ
っ
た
。
（
『
朝
日
新
聞
』
一
九
九
四
年
六
月
三
〇
日
朝
刊
、
三
面
。
）
そ
の
後
、
事
実
上
、
党
議
拘
束
違
反
者
が
懲
罰

　
　
の
対
象
か
ら
外
さ
れ
た
、
と
い
う
意
味
で
も
極
め
て
異
例
の
首
相
指
名
選
挙
で
あ
っ
た
。
こ
の
状
況
を
見
て
筆
者
は
、
フ
ラ
ン
ス
第
四
共
和
制
下
で
の

　
　
「
多
党
分
立
制
と
党
規
律
の
欠
如
」
を
想
起
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
し
か
し
こ
の
悪
し
き
連
想
は
、
橋
本
龍
太
郎
内
閣
の
発
足
に
伴
い
、
議
会
第
　
党
で
あ
る
自
民
党
が
、
強
力
な
首
班
政
権
与
党
と
し
て
復
帰
す
る
こ

　
　
と
に
よ
っ
て
、
少
な
く
と
も
与
党
（
連
合
）
に
つ
い
て
は
杞
憂
に
終
わ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
議
会
第
二
党
（
野
党
第
一
党
）
で
あ
る
新

　
　
進
党
は
、
そ
の
後
も
党
内
求
心
力
を
失
っ
て
バ
ラ
バ
ラ
で
あ
り
、
（
真
偽
の
程
は
定
か
で
は
な
い
が
）
一
部
の
マ
ス
コ
ミ
に
よ
れ
ば
、
（
結
果
と
し
て
、

　
　
自
主
的
に
解
党
す
る
以
前
か
ら
）
あ
た
か
も
「
解
党
」
現
象
一
歩
手
前
で
あ
る
か
の
よ
う
酷
評
さ
れ
た
。
つ
ま
り
一
時
期
、
新
進
党
（
1
1
現
自
由
党
）

　
　
党
首
の
小
沢
一
郎
元
自
治
相
は
、
嘲
笑
の
的
と
し
て
扱
わ
れ
た
。
ま
た
一
時
代
前
に
野
党
第
一
党
で
あ
っ
た
社
民
党
（
旧
社
会
党
）
は
、
橋
本
政
権
下

　
　
で
（
新
た
に
小
選
挙
区
比
例
代
表
並
立
制
で
実
施
さ
れ
た
）
衆
議
院
選
挙
で
議
席
の
大
半
を
失
っ
た
。
そ
の
後
一
時
的
に
社
民
党
は
、
「
閣
外
協
力
」
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に
そ
の
活
路
を
見
出
し
て
、
九
死
に
一
生
を
得
た
と
好
意
的
に
解
釈
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
こ
れ
か
ら
、
十
年
、
二
十
年
と
存
続
で
き
る
か
は

　
　
不
明
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
社
民
党
は
、
あ
た
か
も
「
安
楽
死
」
状
態
に
置
か
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

　
　
　
さ
て
、
第
四
共
和
制
下
の
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
（
α
）
「
政
党
シ
ス
テ
ム
」
の
上
で
は
「
多
党
分
立
」
状
況
、
（
β
）
「
政
党
体
質
」
の
上
で
は
「
党
規
律

　
　
の
欠
如
」
が
常
態
で
あ
っ
た
の
で
、
内
閣
が
日
常
茶
飯
事
に
更
迭
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
第
五
共
和
制
下
の
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
党
規
律
の
固
い
安
定

　
　
多
数
の
与
党
（
連
合
）
が
存
在
し
、
内
閣
が
安
定
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
う
。
（
山
崎
博
久
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
政
権
類
型
と
そ
の
運
用
」
『
早
稲

　
　
田
政
治
公
法
研
究
第
2
5
号
』
（
一
九
八
入
年
）
一
八
七
～
一
九
四
頁
。
）
な
お
山
崎
論
文
は
、
既
に
一
九
入
八
年
当
時
に
、
「
政
党
体
質
」
の
尺
度
に
基

　
　
づ
い
て
、
与
野
党
両
陣
営
の
「
規
律
」
の
強
弱
に
現
れ
る
、
「
与
野
党
の
凝
集
度
の
高
低
」
の
相
違
に
着
目
し
て
い
る
点
で
、
先
見
の
明
が
あ
っ
た
。

　
　
　
つ
ま
り
山
崎
論
文
は
、
戦
後
日
本
政
治
を
具
体
例
に
採
っ
て
考
え
る
と
、
（
A
）
（
与
野
党
の
対
立
構
造
の
枠
組
み
が
は
っ
き
り
し
て
い
た
旧
『
五
五

　
　
年
体
制
』
下
に
お
け
る
）
与
野
党
両
陣
営
の
凝
集
度
が
共
に
高
い
場
合
、
（
B
）
（
橋
本
政
権
下
の
）
与
党
陣
営
の
凝
集
度
が
高
く
、
野
党
陣
営
の
凝
集

　
　
度
が
低
い
場
合
、
（
C
）
（
村
山
富
市
首
相
指
名
選
挙
に
際
し
て
見
ら
れ
た
）
与
党
陣
営
の
凝
集
度
が
低
く
、
野
党
陣
営
の
凝
集
度
が
高
い
場
合
、
（
D
）

　
　
（
旧
『
五
五
年
体
制
』
崩
壊
後
の
一
時
的
傾
向
で
あ
っ
た
）
与
野
党
両
陣
営
の
凝
集
度
が
共
に
低
い
場
合
、
の
そ
れ
ぞ
れ
で
与
野
党
関
係
の
様
態
が
異

　
　
な
る
こ
と
に
、
フ
ラ
ン
ス
研
究
の
文
脈
か
ら
注
目
し
て
い
た
（
同
論
文
、
一
九
九
～
二
〇
一
頁
。
）
。
（
D
）
の
実
例
と
し
て
億
、
政
治
改
革
関
連
法
案

　
　
の
参
議
院
に
お
け
る
採
決
に
お
い
て
、
細
川
政
権
与
党
案
が
＝
入
票
対
＝
二
〇
票
で
否
決
さ
れ
た
事
例
が
あ
る
（
そ
の
後
、
修
正
さ
れ
た
法
案
は
一

　
　
月
三
〇
日
に
衆
参
両
院
で
、
起
立
採
決
で
可
決
さ
れ
た
）
。
当
該
法
案
否
決
の
時
、
連
立
与
党
は
、
賛
成
一
一
〇
票
、
反
対
一
八
票
（
内
、
社
会
系
一

　
　
七
票
、
民
社
系
一
票
）
。
野
党
自
民
党
は
、
賛
成
五
票
、
反
対
九
四
票
で
あ
っ
た
（
『
朝
日
新
聞
』
一
九
九
四
年
一
月
二
二
日
、
一
面
）
。

　
　
　
こ
の
内
（
β
）
「
政
党
体
質
」
の
分
析
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
山
崎
論
文
の
各
所
を
参
照
さ
れ
た
い
。
本
稿
で
は
フ
ラ
ン
ス
の
「
野
党
」
を
巡
っ
て
、

　
　
諸
制
度
と
そ
の
運
用
の
実
態
に
踏
み
込
ん
で
内
実
的
に
検
証
し
て
い
な
い
の
で
、
十
分
に
カ
バ
ー
し
き
れ
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
外
見
的
に
、
図
表
、
グ

　
　
ラ
フ
、
象
徴
化
さ
れ
た
モ
デ
ル
等
の
、
統
計
的
資
料
か
ら
一
目
瞭
然
に
判
明
す
る
（
α
）
コ
政
党
シ
ス
テ
ム
」
の
分
析
に
本
稿
は
終
始
し
た
。
こ
の
点

　
　
を
、
あ
ら
か
じ
め
断
っ
て
お
き
た
い
。

（
3
）
　
「
究
極
的
に
選
挙
制
度
（
目
比
例
代
表
制
）
に
由
来
す
る
多
党
制
（
1
1
小
党
分
立
）
傾
向
」
と
い
う
分
析
結
果
を
、
一
部
の
行
動
科
学
的
な
ア
メ
リ

　
　
カ
政
治
学
者
は
、
「
制
度
工
学
」
に
過
ぎ
な
い
と
椰
遣
す
る
か
も
し
れ
な
い
（
福
岡
政
行
・
青
木
「
能
編
『
世
界
の
政
治
シ
ス
テ
ム
ー
比
較
政
治
分
析

　
　
か
ら
の
接
近
1
』
（
芦
書
房
・
一
九
購
入
年
）
谷
藤
悦
史
「
第
三
章
　
政
党
」
入
三
一
八
四
頁
）
。
だ
が
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
「
行
動
科
学
革

　
　
命
」
後
の
ア
メ
リ
カ
行
動
政
治
学
派
が
、
自
派
を
過
大
評
価
し
た
結
果
に
過
ぎ
な
い
。
け
だ
し
、
如
何
に
批
判
さ
れ
た
と
し
て
も
、
選
挙
制
度
が
政
党
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制
度
に
及
ぼ
す
影
響
は
、
研
究
す
べ
き
対
象
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、
自
民
党
が
野
党
か
ら
の
離
党
者
を
吸
収
し
て
、
衆
議
院
で
過
半
数
を
再
獲
得
し
た
後
の
】
九
九
若
年
上
半
期
に
、
な
ぜ
弱
小
野
党
（
ロ
社

民
党
や
新
党
さ
き
が
け
）
の
支
持
を
得
る
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
た
の
か
。
そ
の
理
由
は
、
比
例
代
表
制
度
の
下
で
は
、
第
一
党
が
単
独
で
過
半
数
の
議
席

を
獲
得
す
る
確
率
が
（
二
七
〇
要
事
二
七
例
）
一
〇
％
に
過
ぎ
な
い
、
と
い
う
「
制
度
工
学
」
的
な
事
実
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ち
な
み
に
小
選
挙
区

制
度
の
下
で
、
第
】
党
が
単
独
で
過
半
数
の
議
席
を
獲
得
す
る
確
率
は
、
（
一
〇
八
例
中
七
八
例
）
七
二
％
で
あ
っ
た
（
〉
巳
み
b
ご
一
嵩
ω
潜
己
幻
．
内
．

O
費
§
日
冨
国
頃
Φ
o
鉱
く
8
Φ
ω
ω
o
｛
9
Φ
霊
霞
9
⊃
＝
蔓
幻
巳
ρ
切
ミ
鮎
多
智
ミ
§
ミ
駄
き
、
ミ
§
、
即
帖
§
ミ
＜
o
一
．
一
。
。
も
母
叶
倉
O
o
け
一
㊤
。
。
。
。
も
P
誤
？
誤
ω

（
繰
じ
糟
日
。
巨
①
卜
。
．
）
。
衆
参
両
院
各
々
の
選
挙
制
度
に
、
比
例
代
表
制
度
が
部
分
的
に
導
入
さ
れ
た
今
日
で
は
、
右
の
「
制
度
工
学
」
上
の
常
識
に
由

来
す
る
暗
い
影
が
、
自
民
党
を
覆
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
自
由
党
と
い
う
右
派
（
1
1
も
し
く
は
極
右
）
政
党
が
、
自
民
党
と
保
守
票
を
め
ぐ
っ
て
競
合

す
る
状
況
下
で
は
、
こ
の
暗
雲
は
一
段
と
暗
い
。
そ
こ
で
、
政
権
与
党
の
自
民
党
は
、
如
何
に
弱
小
な
政
党
で
あ
れ
、
閣
外
協
力
も
し
く
は
連
立
に
参

加
す
る
潜
在
的
候
補
で
あ
る
な
ら
ば
、
懐
柔
し
た
い
と
企
図
す
る
。
選
挙
制
度
改
革
の
後
で
、
自
民
党
は
、
半
永
久
的
に
協
力
政
党
を
探
し
求
め
続
け

る
と
い
う
、
運
命
に
服
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
比
例
代
表
制
の
阻
止
条
項
（
1
1
％
条
項
）
の
％
数
（
x
）
と
、
（
複
数
の
総
選
挙
を
繰
り
返
し
行
っ
て
、
平
均
を
取
っ
た
場
合
に
示
さ
れ
る
）

選
出
さ
れ
る
蓋
然
性
が
強
い
政
党
の
個
数
、
す
な
わ
ち
政
党
制
（
y
）
の
間
に
は
、
経
験
則
に
従
え
ば
、
以
下
の
相
関
関
係
が
成
り
立
つ
。

　
　
　
旨
1
ー
ミ
蟄
司

　
　
　
執
1
1
一
8
＼
㌦
l
O
●
㎝

　
但
し
、
定
義
域
（
x
の
範
囲
）
は
、
お
よ
そ
○
・
一
六
％
以
上
、
お
よ
そ
↓
五
％
以
下
と
す
る
。
こ
の
場
合
、
値
域
（
y
の
範
囲
）
は
、
「
一
二
な

い
し
一
三
党
制
（
正
確
に
は
、
一
二
・
三
党
制
）
」
以
下
、
「
二
な
い
し
三
党
制
（
正
確
に
は
、
二
・
五
四
党
制
ご
以
上
と
な
る
。

　
例
え
ば
、
一
九
九
八
年
七
月
の
参
議
院
選
挙
比
例
代
表
区
（
定
数
五
〇
　
一
議
席
獲
得
の
た
め
に
は
、
お
お
よ
そ
得
票
数
の
五
〇
分
の
一
が
必
要
）

の
よ
う
に
二
％
条
項
の
時
に
は
、
計
算
に
よ
る
と
六
・
三
二
政
党
制
と
な
る
。
実
際
に
選
出
さ
れ
た
政
党
は
、
自
由
民
主
党
（
一
四
議
席
）
、
民
主
党

（一

�
c
席
）
、
日
本
共
産
党
（
八
議
席
）
、
公
明
（
七
議
席
）
、
自
由
党
（
五
議
席
）
、
社
会
民
主
党
（
四
議
席
）
で
六
党
（
合
計
五
〇
議
席
）
で
あ
っ

た
。
こ
の
数
式
を
用
い
れ
ば
、
お
お
よ
そ
選
出
さ
れ
る
政
党
数
を
予
測
で
き
る
。
（
な
お
、
筆
者
は
、
「
比
例
代
表
制
に
お
け
る
阻
止
条
項
に
つ
い
て

－
政
党
制
と
の
関
連
に
お
い
て
一
」
『
早
稲
田
社
会
科
学
研
究
第
4
0
号
』
（
一
九
九
〇
年
）
一
四
九
頁
で
、
％
条
項
と
政
党
数
の
関
係
を
グ
ラ
フ
化
し

て
い
る
。
だ
が
、
今
回
、
始
め
て
数
式
化
し
て
み
た
。
）
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（
4
）
　
西
平
重
喜
「
選
挙
の
国
際
比
較
一
二
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
日
太
丁
』
（
日
本
評
論
社
・
一
九
六
九
年
）
七
二
頁
。

（
5
）
　
西
平
重
喜
『
比
例
代
表
制
』
（
中
公
新
書
二
九
八
「
年
）
七
五
－
七
八
頁
。

（
6
）
　
同
前
書
、
七
五
頁
。

（
7
）
　
名
簿
連
合
を
許
し
、
過
半
数
プ
レ
ミ
ア
ム
が
付
い
た
「
歪
ん
だ
比
例
代
表
制
」
と
は
、
政
党
名
簿
が
連
合
し
、
得
票
シ
ェ
ア
を
大
き
く
し
て
、
多
く

　
　
の
議
席
を
占
め
、
そ
れ
か
ら
連
合
し
た
政
党
間
で
再
配
分
を
す
る
仕
組
み
で
あ
り
、
ま
た
時
に
は
、
あ
る
選
挙
区
で
過
半
数
の
票
を
得
た
政
党
（
も
し

　
　
く
は
政
党
連
合
）
が
全
議
席
を
い
た
だ
く
、
と
い
う
プ
レ
ミ
ア
ム
方
式
で
あ
る
。
こ
れ
ち
の
委
細
に
つ
い
て
は
、
西
平
重
喜
『
選
挙
の
国
際
比
較
』
六

　
　
七
～
八
一
（
七
六
）
頁
を
参
照
。

（
8
）
　
閃
鑓
需
9
ω
℃
禽
蔓
曽
8
δ
一
戸
（
。
り
9
①
ヨ
①
。
。
）
”
O
P
し
。
。
。
O
ム
O
。
。
（
ω
。
。
H
－
。
。
。
。
b
。
〉
■

（
9
）
　
西
平
重
喜
『
選
挙
の
国
際
比
較
』
七
〇
、
七
七
～
七
九
頁
。

（
1
0
）
　
河
野
健
二
『
フ
ラ
ン
ス
現
代
史
』
（
山
川
出
版
社
・
一
九
七
七
年
）
二
五
四
頁
。

（
1
1
）
　
固
聖
ω
＜
8
じ
U
2
白
ρ
、
．
勺
舞
】
貯
B
①
韓
鋤
蔓
○
薯
。
の
三
8
ω
ぎ
国
震
。
冨
．
、
℃
（
巴
■
V
両
爵
函
。
閑
語
訂
ざ
§
8
凡
職
§
き
壽
屋
ミ
寒
§
魯
匂
Q
け

　
　
ζ
仁
。
詳
貯
．
・
。
牢
①
ω
ρ
H
㊤
。
。
8
℃
，
ω
一
－
盟
（
軽
四
）
■
清
水
望
監
訳
『
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
野
党
』
（
行
人
社
・
一
九
九
入
年
）
四
七
頁
（
若
松
新
訳
）
。

（
1
2
V
　
Ω
自
。
器
〉
．
霊
ω
o
冨
「
（
寓
『
ω
σ
q
γ
ミ
冨
ミ
ぎ
§
き
§
称
量
、
ミ
日
誌
b
b
．
出
和
ぎ
げ
自
自
昌
3
ω
o
ま
隆
昌
α
q
戸
一
〇
〇
〇
－
ω
。
口
b
。
①
肖
お
㊤
．

（
1
3
）
　
「
キ
リ
ス
ト
教
進
歩
派
」
と
は
、
日
本
で
も
、
（
α
）
良
心
的
兵
役
拒
否
者
（
芝
Φ
町
巳
①
蕊
酔
く
臼
芝
Φ
貫
臼
①
「
已
⇒
妻
駄
h
①
）
に
相
当
す
る
基
督
教
非
戦

　
　
論
者
、
（
β
）
反
戦
・
非
核
・
平
和
運
動
に
従
事
す
る
活
動
家
か
ら
主
と
し
て
構
成
さ
れ
る
、
護
憲
原
理
主
義
政
党
で
あ
る
新
社
会
党
を
、
理
論
的
共

　
　
鳴
者
（
陪
非
活
動
家
）
と
し
て
、
も
し
く
は
活
動
家
シ
ン
パ
と
し
て
支
持
し
、
自
己
の
信
仰
と
政
治
信
条
の
間
で
政
教
一
致
を
し
ば
し
ば
唱
え
る
基
督

　
　
教
少
数
派
、
（
Z
『
赤
旗
』
を
講
読
す
る
赤
化
し
た
基
督
者
な
ど
が
該
当
し
、
単
な
る
思
考
上
の
「
仮
想
的
産
物
」
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
先
の
大
戦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
げ
と
お
る

　
　
で
の
戦
争
責
任
を
か
つ
て
指
摘
し
た
、
基
督
教
習
の
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
の
元
大
学
長
・
弓
削
達
は
、
一
九
九
八
年
七
月
の
参
議
院
選
挙
に
際
し
て
、
新

　
　
聞
広
告
（
『
読
売
新
聞
』
一
九
九
入
年
七
月
五
日
、
一
五
面
）
で
、
共
産
党
は
「
戦
争
に
命
を
か
け
て
反
対
し
た
党
」
で
あ
る
と
支
持
を
表
明
し
た
。

　
　
な
お
、
弓
削
の
著
書
と
し
て
は
、
『
ロ
ー
マ
は
な
ぜ
滅
ん
だ
の
か
」
（
講
談
社
・
］
九
入
九
年
）
、
　
『
世
界
の
歴
史
5
　
ロ
ー
マ
帝
国
と
キ
リ
ス
ト
教
』

　
　
（
河
出
書
房
新
社
・
一
九
八
九
年
）
、
『
ロ
ー
マ
皇
帝
礼
拝
と
キ
リ
ス
ト
教
徒
迫
害
』
（
日
本
基
督
教
団
出
版
局
・
一
九
入
四
年
）
等
が
あ
る
。
ま
た
弓
削

　
　
は
、
一
九
九
〇
年
四
月
二
二
日
に
、
「
国
家
行
事
と
し
て
の
大
嘗
祭
」
に
反
対
し
た
た
め
、
自
宅
に
銃
弾
を
撃
ち
込
ま
れ
て
い
る
。
（
『
読
売
新
聞
』
翌

　
　
日
付
、
＝
＝
面
。
）
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フランスの政治機構における与野党関係

　
　
　
筆
者
は
、
折
衷
論
を
重
視
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
保
（
硅
自
由
民
主
党
）
革
（
一
1
日
本
社
会
党
）
の
二
極
分
化
と
い
う
冷
戦
期
の
枠
組
み
が
、
崩
壊

　
　
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
論
争
が
終
わ
り
、
政
策
論
争
を
準
備
す
る
必
要
が
生
じ
た
。
政
策
論
争
は
、
各
党
の
主
張
の

　
　
境
界
線
上
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
性
格
を
持
つ
。
そ
こ
で
は
、
折
衷
論
が
肝
要
に
な
る
と
予
測
で
き
る
。

（
1
4
）
　
三
士
ユ
8
∪
ロ
く
霞
ひ
q
o
き
ト
塁
ミ
ミ
吻
ぎ
ミ
直
心
ミ
勲
＝
寓
巴
お
》
「
∋
o
a
O
o
一
貫
6
㎝
H
唱
O
』
①
b
。
’
↓
「
き
匹
国
叶
巴
げ
団
b
d
碧
冨
話
俸
勾
。
げ
Φ
答
2
0
詳
貫

　
　
ぎ
ミ
§
、
ミ
ミ
舞
竃
卑
ぎ
2
曾
0
9
一
〇
〇
㎝
も
℃
』
ω
一
・
卜
。
ω
・
。
．
O
σ
①
誘
①
け
N
け
く
8
ω
冨
ぴ
q
三
a
ピ
p
巳
ω
ε
戸
b
措
き
、
ミ
砺
審
§
雲
影
焼
§
－
旨
○
じ
σ
．
竃
0
9

　
　
一
〇
朝
ρ
ω
』
念
幽
ホ
，
モ
ー
リ
ス
．
・
デ
ュ
ベ
ル
ジ
ェ
著
、
岡
野
加
撃
完
訳
『
政
党
社
会
学
』
（
潮
出
版
社
・
　
九
七
〇
年
）
二
五
四
～
二
五
五
頁
。
な
お
、

　
　
こ
の
引
用
箇
所
に
と
ど
ま
ら
ず
、
．
概
し
て
邦
訳
版
で
は
、
部
分
的
に
抄
訳
さ
れ
て
い
る
の
で
注
意
さ
れ
た
い
。

（
1
5
）
　
竃
．
U
二
く
①
「
α
q
①
お
。
戸
9
け
．
（
昌
。
け
Φ
一
ら
一
O
．
N
Φ
ω
■
日
露
コ
ω
冨
ユ
o
P
℃
．
b
。
ω
ド
⇔
σ
Φ
「
ω
Φ
誌
琶
σ
q
鴇
ω
．
謹
O
．
邦
訳
、
二
五
五
頁
。

（
1
6
）
　
ζ
］
）
¢
＜
霞
m
q
o
が
o
b
■
o
詳
．
（
昌
9
①
置
γ
ロ
』
①
ω
．
↓
鑓
コ
ω
一
己
凶
8
も
』
ω
ω
．
O
び
霞
ω
①
臼
ロ
ロ
ひ
q
”
ω
』
心
①
．
邦
訳
、
二
五
六
頁
。

（
1
7
V
　
］
≦
■
U
ロ
＜
興
ひ
q
①
き
o
O
●
9
叶
（
8
け
①
に
γ
ロ
■
N
①
伊
↓
冨
昌
匹
9
二
〇
P
ロ
』
ω
鮮
O
ぴ
①
「
器
け
N
信
ロ
ゆ
q
層
Q
∩
』
ミ
・
邦
訳
、
二
五
八
頁
。

（
1
8
）
　
旨
島
雲
い
a
ゆ
q
ρ
§
鳴
N
℃
題
ミ
Q
ら
、
帖
§
駄
ミ
恥
寒
誉
§
§
壽
ミ
轟
§
§
き
ζ
8
巳
目
碧
仁
8
0
℃
召
■
H
①
。
。
・
合
一
置
．

（
1
9
）
　
清
水
『
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
野
党
』
三
七
】
頁
（
訳
者
あ
と
が
き
）
。

（
2
0
V
　
改
血
9
℃
巳
N
①
き
．
、
♂
日
ゲ
臼
①
＝
盆
〉
津
9
∪
凶
三
”
・
．
’
φ
閑
。
＝
昌
路
ざ
§
霧
ミ
§
軌
§
自
滅
§
穿
§
恥
も
弓
」
O
－
。
。
O
（
b
。
O
・
配
）
．
清
水
『
西
ヨ
ー
ロ

　
　
ッ
パ
の
野
党
』
二
三
～
二
四
頁
（
土
屋
彰
久
訳
）

（
2
1
）
　
℃
窪
＝
≦
讐
8
き
窯
恥
蕊
O
ミ
§
職
G
竜
§
窯
蒔
帖
§
鴇
＝
ぴ
。
博
鋤
ρ
一
㊤
◎
。
一
”
ω
●
ω
劇
．

（
2
2
）
b
ミ
雰
ミ
ミ
ミ
§
ぎ
§
ミ
隷
N
塗
9
コ
ω
o
冨
「
↓
9
。
。
・
。
冨
0
9
0
7
＜
①
二
日
堕
9
』
。
。
（
b
閉
門
α
q
δ
昌
）
．

（
2
3
）
　
ζ
●
∪
信
く
臼
σ
q
Φ
さ
。
℃
．
9
e
（
昌
。
即
功
と
ロ
』
忠
■
目
頭
＝
巴
三
一
8
も
』
鍵
．
α
げ
①
誘
Φ
言
ロ
昌
伽
q
唱
ω
』
ミ
●
邦
訳
、
二
五
七
頁
。

（
2
4
）
　
言
語
（
フ
ラ
ン
ス
語
圏
か
オ
ラ
ン
ダ
語
圏
か
V
、
階
級
（
経
営
者
団
体
連
合
側
か
労
働
組
合
側
か
）
、
宗
教
（
カ
ト
リ
ッ
ク
教
権
主
義
か
反
教
権
主
義
．

　
　
か
）
に
よ
る
六
極
構
造
に
基
づ
く
与
野
党
関
係
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
＜
巴
即
い
自
叢
記
．
、
】
W
2
α
q
ご
日
一
夏
亀
ぴ
q
δ
戸
Ω
鋤
沼
”
碧
α
ピ
⇔
ロ
胆
”
α
q
①
ぎ

　
Z
ロ
ロ
8
巴
℃
o
洋
8
ω
－
．
－
菊
○
σ
Φ
答
〉
■
∪
固
巨
（
巴
シ
凄
～
帖
誉
ミ
◎
慰
霊
ミ
§
ω
§
ミ
鍔
討
§
b
鳴
§
o
o
§
9
8
℃
閥
巴
Φ
d
■
℃
■
レ
リ
O
①
も
ロ
レ
ミ
山
◎
。
刈
（
H
ミ
ー

　
　
辰
。
。
）
■
を
参
照
。

（
2
5
）
O
o
a
8
ω
註
葺
、
噂
胃
な
凶
国
詰
。
叶
①
ω
ゴ
目
冨
↓
≦
o
閃
g
。
8
ω
o
h
O
召
。
ω
凶
ユ
8
言
≦
Φ
ω
8
∋
国
貫
8
①
、
ド
円
区
。
嵩
窃
ξ
℃
§
8
ミ
§
帖
ミ

　
　
き
⇔
紺
§
寒
§
魯
署
．
詔
・
ま
（
昭
）
■
清
水
『
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
野
党
』
六
二
頁
（
高
見
里
国
）
。
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（
2
6
）
丙
8
9
巴
島
ω
貫
、
、
○
薯
。
ω
三
8
ぎ
島
Φ
Z
o
け
冨
同
δ
巳
ω
－
．
－
同
区
。
ぎ
ω
ξ
鴇
§
。
。
・
ミ
§
§
ミ
跨
弓
鳴
ミ
肉
ミ
鳶
偽
も
℃
』
旨
・
b
。
ω
ω
（
曽
ω
南
一
メ
器
O
・
N
b
。
9
・

　
　
清
水
『
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
野
党
』
二
一
一
一
二
三
四
（
一
＝
二
～
二
一
七
、
二
二
一
～
二
二
八
）
頁
．
（
若
松
訳
）
。

（
2
7
）
　
O
冨
匹
9
珍
温
甑
α
．
（
昌
0
8
N
①
V
も
』
b
。
O
・
清
水
「
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
野
党
』
二
二
一
頁
（
若
松
訳
）
。

（
2
8
）
　
b
ミ
寡
き
ミ
き
、
ミ
、
§
鳥
嵩
§
譜
N
捻
9
ω
O
■
お
H
（
Z
凶
①
ユ
Φ
ユ
四
昌
亀
Φ
）
．

（
2
9
）
　
Z
o
吾
。
暴
冨
O
ω
N
ミ
芝
8
冨
a
零
。
《
犀
ρ
b
Q
鴨
喧
§
こ
≦
鳴
魯
§
§
§
・
卜
§
輪
§
ミ
薦
”
い
①
ω
屏
Φ
＋
b
d
ロ
Ω
二
〇
貫
一
〇
。
。
伊
ω
』
躯
．
b
鳴
鳩
O
こ
。
・
紹
国
○
肉
8
N
闇

　
　
〈
9
圃
①
α
q
国
。
①
欝
”
ω
け
〉
自
h
憎
6
㊤
紳
ω
’
Q
◎
曽
・

（
3
0
）
　
Z
●
ピ
9
ω
塁
＼
乏
．
妻
。
《
脚
ρ
餌
．
四
．
O
．
（
〉
昌
ヨ
．
b
。
㊤
γ
ω
』
9

（
3
1
）
　
b
ミ
O
§
鴇
鳴
．
国
○
肉
S
N
、
ω
■
り
Q
◎
目
・
O
o
。
ト
こ
●
．

（
3
2
）
　
栗
原
福
也
『
ベ
ネ
ル
ク
ス
現
代
史
』
（
山
川
出
版
社
・
一
九
入
二
年
）
一
九
〇
頁
。

（
3
3
）
　
O
冨
α
象
ω
貫
。
戸
。
凶
叶
（
8
け
①
b
。
①
γ
サ
ト
。
b
。
9
清
水
『
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
野
党
』
二
二
七
頁
（
若
松
訳
V
。

（
3
4
）
　
O
冨
α
巳
ω
戸
o
P
o
界
（
ロ
。
件
①
b
。
①
）
”
冒
』
卜
。
P
清
水
『
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
野
党
』
二
二
四
頁
．
（
若
松
訳
）
。

（
3
5
）
　
勺
巳
N
①
さ
8
●
9
け
（
8
8
N
O
）
も
P
お
・
。
。
O
（
b
。
N
）
．
清
水
『
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
野
党
』
二
五
～
六
頁
（
土
屋
訳
）
。

（
3
6
）
　
O
①
o
臣
「
2
牢
乙
ゴ
㊤
β
、
、
0
8
0
。
。
三
9
冒
犀
巴
質
宰
。
日
戸
9
p
二
ω
巴
コ
霞
日
置
日
8
0
①
ヨ
『
首
Φ
け
巴
コ
霞
巴
尻
ヨ
ー
．
一
国
．
閑
。
嵩
器
『
ざ
§
蕩
ミ
§
軌
§

　
　
ミ
屋
号
§
肉
ミ
§
魯
O
O
■
戸
＄
－
曽
H
（
罵
O
二
丁
）
．
清
水
『
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
野
党
』
　
一
七
三
5
二
一
〇
（
一
七
四
一
一
七
五
）
頁
（
土
屋
訳
）
。
な
お
、

　
　
O
δ
＜
餌
昌
三
ω
p
詳
。
罫
ミ
ミ
携
§
駄
ミ
昌
超
⑭
欝
§
即
O
鋤
ヨ
σ
鼠
α
q
α
Φ
9
”
藁
O
。
。
声
ロ
ロ
」
留
・
に
α
．
G
・
サ
ル
ト
ー
リ
著
、
岡
澤
・
川
野
訳
『
現
代
政
党

　
　
学
』
（
早
稲
田
大
学
出
版
部
・
一
九
入
○
年
）
二
二
七
～
二
五
一
頁
、
に
よ
れ
ば
、
原
語
は
℃
o
ぴ
話
ω
Φ
匹
で
は
な
く
、
勺
。
ξ
二
N
Φ
α
且
ロ
「
三
諦
ω
ヨ
と
明
記

　
　
し
て
い
る
。
ま
た
、
今
日
、
イ
タ
リ
ア
政
治
の
分
析
者
達
は
、
政
治
学
界
の
巨
匠
サ
ル
ト
ー
リ
の
学
説
に
対
抗
す
る
よ
う
に
、
パ
オ
ロ
．
フ
ァ
ル
ネ
ッ

　
　
テ
ィ
（
℃
鋤
。
ご
閃
固
ヨ
①
ε
が
「
求
心
的
多
党
制
（
o
o
コ
q
言
。
け
巴
℃
団
員
一
一
ω
日
）
」
の
テ
ー
ゼ
を
一
九
入
五
年
に
主
張
し
、
L
・
グ
ラ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
（
［

　
　
O
轟
N
三
二
。
）
が
「
談
合
政
治
制
の
下
で
の
デ
モ
．
ク
ラ
シ
ー
（
o
o
鵠
o
o
冨
ほ
8
巴
α
Φ
白
o
o
目
p
o
望
）
」
を
一
九
入
○
年
に
分
析
し
、
ジ
ョ
ル
ジ
オ
・
ガ
ッ
リ

　
　
（
O
δ
嶺
δ
O
巴
ε
が
「
不
完
全
な
二
大
政
党
制
（
＝
じ
u
一
当
詳
三
ω
ヨ
〇
一
三
b
Φ
鼠
①
耳
o
V
」
の
テ
ー
ゼ
を
｝
九
六
六
年
に
主
張
し
て
い
る
。

（
3
7
）
　
「
分
極
化
し
た
多
党
制
」
と
「
分
極
化
し
て
い
な
い
多
党
制
」
と
い
う
用
語
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
℃
巳
N
①
5
8
．
o
一
戸
（
昌
0
8
b
。
O
）
も
．
H
㎝
－
N
H
．
清
水

　
　
『
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
野
党
』
一
九
～
二
四
頁
（
土
屋
訳
）
を
参
照
。
ま
た
、
寒
く
鋤
内
。
財
産
評
ざ
．
．
ぎ
＃
o
匙
⊆
o
江
8
、
．
－
同
内
9
ぎ
の
犀
ざ
§
8
ミ
。
§
§

　
　
き
防
討
§
肉
ミ
鳶
鴨
も
O
．
H
・
。
。
（
9
．
清
水
『
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
野
党
』
三
～
九
（
七
）
頁
（
高
見
訳
）
に
よ
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
と
イ
タ
リ
ア
で
は
、
コ
ン
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フランスの政治機構における与野党関係

　
　
セ
ン
サ
ス
に
基
づ
き
［
無
秩
序
な
小
党
乱
立
を
防
ぎ
、
二
極
に
対
し
て
］
求
心
力
を
持
つ
政
治
が
発
展
す
る
た
め
に
、
　
「
分
極
化
し
た
多
党
制

　
　
（
O
o
冨
臣
ω
①
α
ヨ
ロ
三
－
℃
胃
け
《
ω
《
ω
8
∋
ω
ご
が
運
用
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
こ
こ
で
「
分
極
化
」
現
象
が
、
な
ぜ
（
二
大
政
党
制
に
代
替
し
う
る
）
二
極
体
制
の
成
立
に
寄
与
す
る
の
か
を
考
察
し
た
い
。
私
見
に
よ
れ
ば
そ
れ

　
　
は
、
砂
鉄
が
描
く
「
砂
絵
」
と
磁
石
の
関
係
に
た
と
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
砂
鉄
を
無
作
為
に
用
い
て
絵
を
描
く
な
ら
ば
、
大
小
様
々
な
「
砂
の
山

　
　
（
1
1
砂
鉄
の
集
合
体
）
」
が
離
合
集
散
し
て
、
一
つ
の
空
間
が
形
成
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
、
二
極
分
化
を
も
た
ら
す
契
機
と
し
て
、
一
本
の
棒
磁

　
　
石
に
よ
り
磁
場
を
作
り
出
す
な
ら
ば
、
N
と
S
の
二
極
に
吸
引
さ
れ
た
傾
向
が
表
現
さ
れ
る
。
砂
粒
を
議
員
、
「
砂
の
山
（
1
1
議
員
の
集
合
体
）
」
を
政

　
　
党
に
置
換
す
る
な
ら
ば
、
政
党
は
二
極
分
化
さ
れ
て
、
二
大
ブ
ロ
ッ
ク
（
二
大
政
党
、
二
極
体
制
）
を
形
成
す
る
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
分
極
化
（
必

　
　
ず
し
も
、
二
極
体
制
と
は
限
ら
ず
、
四
極
体
制
、
六
極
体
制
も
あ
り
う
る
が
）
は
、
「
極
」
に
対
す
る
求
心
力
を
生
み
だ
し
、
政
治
勢
力
の
離
合
集
散

　
　
の
際
に
、
与
野
党
関
係
の
上
で
」
つ
の
指
向
性
を
持
っ
た
「
目
的
意
識
」
を
、
明
示
す
る
機
能
を
有
す
る
の
で
あ
る
。

（
3
8
）
　
牢
こ
訂
β
o
戸
9
け
（
8
8
ω
9
も
．
目
零
●
清
水
『
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
野
党
』
一
九
八
頁
（
土
屋
訳
）
。

（
3
9
）
O
冨
葺
〉
日
《
。
戸
．
．
Z
o
コ
も
国
島
p
日
Φ
葺
自
。
曼
O
o
o
。
ω
凶
二
。
ロ
ぎ
岸
巴
質
↓
げ
①
Z
①
≦
ω
o
q
巴
ζ
。
く
Φ
日
Φ
葺
ω
．
、
一
同
閑
。
ぎ
ω
ξ
噛
§
8
“
§
§
§

　
　
ミ
題
紺
§
寒
§
魯
噂
戸
。
。
窃
ω
－
ω
課
（
ω
㎝
α
）
■
清
水
『
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
野
党
』
三
四
七
頁
（
土
屋
訳
）
。

（
4
0
）
　
O
冨
＆
δ
互
。
戸
。
一
け
（
昌
0
8
悼
①
）
w
o
■
N
。
。
ρ
清
水
『
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
野
党
』
二
三
二
頁
（
若
松
訳
）
。

（
4
1
）
　
「
第
四
共
和
制
下
の
大
統
領
が
両
院
総
会
に
よ
っ
て
間
接
選
挙
さ
れ
る
」
こ
と
等
、
フ
ラ
ン
ス
第
四
共
和
制
の
政
治
制
度
の
概
略
に
つ
い
て
は
、
奥

　
　
島
孝
康
・
中
村
紘
↓
編
『
フ
ラ
ン
ス
の
政
治
』
（
早
稲
田
大
学
出
版
部
・
一
九
九
三
年
）
三
一
⊥
二
三
頁
（
押
村
高
）
を
参
照
。

　
　
　
な
お
、
国
民
に
よ
っ
て
直
接
的
に
選
出
さ
れ
た
、
（
1
）
「
直
接
代
表
制
」
に
よ
る
八
実
質
的
権
限
を
持
っ
た
国
家
元
首
と
し
て
の
）
大
統
領
の
方
が
、

　
　
議
会
（
下
院
）
や
両
院
総
会
と
い
う
直
接
選
挙
さ
れ
た
機
関
に
よ
っ
て
間
接
的
に
選
出
さ
れ
た
、
（
2
）
「
間
接
代
表
制
」
に
よ
る
首
相
や
（
象
徴
・
儀

　
　
礼
的
な
役
割
の
み
を
果
た
す
）
大
統
領
よ
り
も
、
よ
り
強
い
権
限
を
民
主
的
手
続
き
上
、
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
政
治
機
構
論
分
析
上
の
初
歩
的

　
　
事
実
と
言
え
る
。
例
え
ば
、
一
九
九
一
年
八
月
の
ク
ー
デ
タ
ー
と
い
う
緊
急
時
に
当
た
っ
て
、
間
接
選
挙
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
旧
ソ
連
大
統
領
ゴ
ル
バ

　
　
チ
ョ
フ
よ
り
も
、
直
接
選
挙
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
現
ロ
シ
ア
大
統
領
エ
リ
ツ
ィ
ン
の
方
が
、
強
力
な
権
限
を
授
権
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

　
　
し
か
し
、
エ
リ
ツ
ィ
ン
も
、
現
在
は
ル
ー
ブ
ル
の
著
し
い
低
下
な
ど
に
よ
り
、
そ
の
権
力
の
基
盤
が
揺
ら
い
で
い
る
。

（
4
2
）
　
H
．
フ
ァ
イ
ナ
ー
は
国
政
担
当
者
と
な
る
人
物
に
必
要
な
資
質
と
し
て
、
「
C
で
始
ま
る
九
つ
の
特
性
」
を
あ
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に

　
　
（
自
己
の
職
責
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
適
宜
に
専
門
家
に
問
い
合
わ
せ
る
必
要
性
を
）
意
識
（
し
て
い
る
こ
と
）
（
O
o
霧
。
一
〇
⊆
ω
昌
①
鴇
）
、
第
二
に
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［
貫
性
（
O
o
ず
霞
。
昌
。
①
）
、
第
三
に
節
操
（
0
8
ω
宣
旨
6
団
）
、
第
四
に
確
信
（
O
o
コ
≦
o
賦
8
）
、
第
五
に
創
造
性
（
9
Φ
山
鉱
く
Φ
嵩
Φ
鴇
）
、
第
六
に
良
心
的
な

　
　
誠
実
性
（
0
8
鴇
す
暮
δ
ロ
撃
①
沼
）
、
第
七
に
勇
気
（
O
o
⊆
量
α
q
Φ
）
、
第
八
に
魅
力
（
O
自
。
〇
轟
く
讐
δ
口
）
、
第
九
に
利
発
性
（
Ω
①
＜
Φ
ヨ
①
霧
）
で
あ
る
。

　
　
（
＝
①
層
ヨ
雪
国
器
斜
月
恥
ミ
ミ
ミ
9
魁
Q
§
§
§
融
ミ
ミ
q
§
§
寒
§
魯
罎
①
け
巨
9
卿
O
o
・
し
㊤
O
O
も
ウ
旨
峯
）

（
4
3
）
　
本
文
の
論
理
の
背
景
に
は
、
「
小
国
は
共
和
国
と
し
て
統
治
さ
れ
る
。
中
程
度
の
国
家
は
君
主
政
の
下
に
あ
る
。
そ
し
て
、
大
帝
国
は
一
人
の
（
無

　
　
制
限
的
な
権
力
を
有
す
る
）
専
制
君
主
に
支
配
さ
れ
る
。
国
家
の
領
土
の
拡
大
・
縮
小
に
あ
わ
せ
て
、
国
家
統
治
者
の
精
神
も
変
わ
る
」
と
い
う
『
法

　
　
の
精
神
』
の
分
析
が
あ
る
。
（
竃
。
暮
①
ω
ρ
鼠
①
∬
茸
自
。
昌
ω
ド
げ
《
目
げ
。
ヨ
β
。
ω
Z
¢
α
q
①
コ
ρ
§
贈
号
ミ
、
旦
卜
亀
ミ
。
・
鴇
く
。
一
．
炉
O
①
o
凝
①
し
U
①
＝
帥
ω
o
ロ
ρ
お
O
ρ
暑
■

　
　
H
ω
O
山
ω
ω
含
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
著
、
野
田
・
稲
本
・
上
原
・
田
中
・
三
辺
・
横
田
訳
語
法
の
精
神
・
上
巻
』
（
岩
波
書
店
・
一
九
八
七
年
）
｝
七
〇
一
一

　
　
七
三
頁
（
第
一
部
第
八
編
第
一
六
～
二
〇
章
）
。
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
著
、
根
岸
国
孝
訳
『
法
の
精
神
』
（
河
出
書
房
・
一
九
六
六
年
）
＝
一
七
一
一
二
九

　
　
頁
。
）

　
　
　
但
し
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
（
ζ
o
葺
①
ω
ρ
巳
2
）
に
よ
れ
ば
、
（
人
民
の
権
力
と
人
民
の
自
由
を
一
体
書
す
る
）
民
主
政
が
全
て
、
（
欲
す
べ
き
こ
と
を

　
　
な
す
こ
と
が
出
来
、
欲
せ
ざ
る
こ
と
を
な
す
よ
う
に
強
制
さ
れ
な
い
と
い
う
意
味
で
）
自
由
を
保
障
す
る
の
で
は
な
い
。
け
だ
し
、
人
民
の
権
力
行
使

　
　
を
行
う
自
由
1
と
り
わ
け
私
解
に
よ
っ
て
付
言
す
れ
ば
、
旧
共
産
主
義
国
家
で
吹
聴
さ
れ
た
、
マ
ル
ク
ス
主
義
的
統
治
に
「
参
加
」
す
る
自
由
i
は
、

　
　
場
合
に
よ
っ
て
は
、
自
由
で
は
な
く
強
制
と
な
る
危
険
性
を
孕
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
（
ζ
o
艮
①
ω
ρ
三
①
∬
暴
軸
憩
ミ
嚇
ミ
貯
ミ
鉾
く
。
ピ
一
も
P
H
①
ド

　
　
野
田
他
訳
、
二
〇
九
頁
（
第
二
部
第
＝
編
第
三
章
）
。
根
岸
訳
、
一
五
〇
一
一
五
一
頁
を
参
照
）
。

　
　
　
こ
の
意
味
に
お
け
る
自
由
は
、
　
「
制
限
政
体
（
ヨ
。
創
Φ
旨
冨
　
ぴ
q
。
＜
①
簑
ヨ
。
簿
ω
V
」
（
す
な
わ
ち
私
見
に
よ
れ
ば
「
政
府
権
力
が
制
限
さ
れ
る
政
体

　
　
（
嵩
a
け
巴
σ
q
o
＜
①
ヨ
§
Φ
暮
ω
）
」
）
で
、
か
つ
「
権
力
が
濫
用
さ
れ
な
い
時
に
の
み
（
〇
炭
団
≦
げ
Φ
昌
9
霞
①
一
ω
8
国
σ
二
ω
Φ
o
h
O
o
≦
臼
ご
保
障
さ
れ
る
。
こ

　
　
こ
に
お
い
て
「
権
力
を
有
す
る
人
間
が
そ
れ
を
濫
用
し
が
ち
で
あ
る
こ
と
は
、
万
代
不
易
の
経
験
で
あ
る
。
権
力
者
は
制
限
に
出
会
う
ま
で
進
む
。
信

　
　
じ
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
徳
で
さ
え
も
制
限
を
必
要
と
す
る
」
と
、
結
語
す
る
（
蜜
。
雷
8
ω
ρ
巳
Φ
F
§
驚
憩
ミ
覧
旦
卜
黛
ミ
勲
く
。
ド
押
署
．
一
①
∵

　
　
H
爵
．
野
田
他
訳
、
二
一
〇
頁
（
第
二
部
第
一
一
編
第
四
章
V
。
根
岸
訳
、
一
五
一
頁
。
）
。
さ
ら
に
論
を
進
め
て
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
は
、
「
権
力
が
権
力

　
　
を
抑
止
し
」
、
権
力
の
牽
制
と
均
衡
を
企
図
す
る
、
権
力
分
立
論
を
展
開
し
て
い
る
。
だ
が
「
徳
を
制
限
す
る
」
必
要
性
は
、
例
え
ば
「
福
祉
ば
ら
ま

　
　
き
」
を
批
判
さ
れ
た
、
美
濃
部
亮
吉
都
政
末
期
の
赤
字
財
政
の
記
憶
を
、
彷
彿
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
本
文
に
記
さ
れ
た
「
大
権
」
も
、
そ

　
　
の
性
質
上
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
制
限
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。

（
4
4
）
　
フ
ラ
ン
ス
第
五
共
和
制
に
お
け
る
政
党
関
係
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
飯
坂
・
清
水
・
堀
江
・
宮
里
編
『
世
界
政
治
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
（
有
斐
閣
．
一
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フランスの政治機構における与野党関係

　
　
九
八
三
年
）
三
八
二
～
三
八
五
頁
（
桜
井
陽
二
・
兼
近
輝
雄
）
も
参
照
。

（
4
5
）
　
拙
稿
、
注
（
1
）
前
掲
論
文
の
後
編
（
2
）
『
早
稲
田
社
会
科
学
研
究
第
5
4
号
』
六
九
～
七
〇
頁
。

（
4
6
）
　
】
九
六
五
年
以
来
、
一
九
八
入
年
ま
で
の
大
統
領
選
挙
結
果
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
中
木
・
河
合
・
山
口
共
著
『
現
代
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
治
史
』

　
　
（
有
斐
閣
二
九
九
四
年
）
二
三
四
頁
（
中
木
康
夫
）
を
参
照
。

（
4
7
）
　
b
ミ
国
。
・
忘
ミ
ミ
戴
ミ
ミ
§
§
隷
N
塗
◎
9
』
。
。
O
－
N
。
。
b
。
．

（
4
8
）
　
U
蹄
吋
N
国
酔
P
b
ミ
ミ
§
譜
、
翁
智
§
N
9
－
い
詠
ミ
§
ミ
ミ
帖
§
馨
鷺
ミ
。
。
鴇
い
Φ
ω
評
①
＋
b
口
二
時
凶
。
げ
藁
O
㊤
8
Q
り
」
膳
ω
山
畠
れ
●
な
お
、
樋
口
陽
一
は
、
一
九
八

　
　
一
年
五
月
に
ミ
ッ
テ
ラ
ン
へ
の
政
権
交
代
が
生
じ
る
よ
り
以
前
の
一
九
七
七
年
に
既
に
、
第
四
共
和
制
下
の
フ
ラ
ン
ス
の
政
治
情
勢
を
「
遠
心
的
中
道

　
　
主
義
」
1
私
見
に
よ
っ
て
換
言
す
る
な
ら
ば
、
「
多
極
分
化
が
進
展
す
る
中
で
、
中
道
政
党
が
政
権
を
恒
常
的
に
担
当
し
、
遠
心
的
に
両
極
を
排
除
す

　
　
る
体
制
」
i
と
称
し
た
。
そ
れ
は
ド
・
ゴ
ー
ル
派
と
共
産
党
と
い
う
二
大
勢
力
を
、
政
治
過
程
か
ら
は
じ
き
出
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ

　
　
に
対
し
て
、
第
五
共
和
制
下
の
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
ド
・
ゴ
ー
ル
派
と
共
産
党
と
い
う
二
大
勢
力
を
政
治
過
程
に
取
り
込
も
う
と
す
る
「
求
心
的
分
極

　
　
化
」
1
私
見
に
よ
っ
て
換
言
す
る
な
ら
ば
、
「
左
右
二
極
分
化
が
進
展
す
る
中
で
、
求
心
的
に
両
極
を
政
権
政
党
へ
と
組
み
入
れ
る
体
制
」
1
へ
と

　
　
変
転
し
た
と
分
析
し
て
い
る
。
（
樋
口
陽
一
『
比
較
憲
法
』
（
青
林
書
院
新
社
・
一
九
七
七
年
）
二
三
〇
一
二
三
六
頁
。
）

（
4
9
）
　
拙
稿
、
注
（
4
5
）
前
掲
論
文
、
六
九
一
七
〇
頁
。

（
5
0
）
　
岡
澤
憲
芙
・
奥
島
康
孝
『
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
政
治
』
（
早
大
出
版
部
・
一
九
九
四
年
目
一
八
頁
以
下
（
岡
澤
）
。

（
5
1
）
　
「
一
九
六
六
年
に
は
、
S
P
D
（
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
）
が
F
D
P
（
自
由
民
主
党
）
に
代
わ
っ
て
C
D
U
／
C
S
U
（
キ
リ
ス
ト
教
民
主
・
社
会

　
　
同
盟
）
と
連
立
を
組
み
、
一
九
六
九
年
に
は
、
F
D
P
が
C
D
U
／
C
S
U
に
代
わ
っ
て
S
P
D
と
連
立
を
組
み
、
一
九
八
二
年
に
は
、
C
D
U
／
C

　
　
S
U
が
S
P
D
に
代
わ
っ
て
F
D
P
と
連
立
を
組
ん
だ
」
の
で
、
実
際
の
と
こ
ろ
西
ド
イ
ツ
で
は
「
連
立
政
権
の
組
み
替
え
が
あ
っ
た
だ
け
で
、
本
当

　
　
の
意
味
で
の
政
権
交
代
は
起
こ
っ
て
い
な
い
」
と
、
勺
巳
N
①
昌
。
戸
。
搾
（
昌
0
8
N
O
）
も
」
ρ
清
水
『
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
野
党
』
二
二
頁
（
土
屋
訳
）
は

　
　
分
折
す
る
。

（
5
2
）
　
拙
稿
「
人
間
の
尊
厳
と
基
本
価
値
論
争
」
『
早
稲
田
政
治
公
法
研
究
第
3
4
号
』
（
一
九
九
一
年
）
一
九
二
頁
。
な
お
、
内
β
。
「
ぎ
①
ぎ
N
　
≧
9
碧
沼
層

　
b
鳴
§
幕
ミ
職
禽
ミ
S
§
薦
ミ
ミ
町
§
ミ
冴
S
貯
壽
賊
㌔
象
鳴
弦
冴
尉
ぎ
錯
魯
＼
艶
詰
番
§
§
N
簿
N
℃
へ
軌
－
N
漣
や
℃
言
Φ
お
H
O
刈
幽
”
O
o
』
。
。
宇
N
ω
㊤
●
に
よ
れ

　
　
ば
、
ボ
ン
基
本
法
に
定
め
ら
れ
た
民
主
政
治
の
形
態
は
、
同
時
に
多
元
主
義
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
み
な
さ
れ
う
る
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
そ
れ
は

　
　
（
H
・
ラ
ス
キ
の
思
想
的
営
為
が
示
唆
す
る
類
の
、
国
家
の
統
一
を
敵
視
し
て
、
）
一
つ
の
国
家
内
部
に
お
け
る
諸
団
体
の
群
雄
割
拠
を
「
多
元
主
義
」
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と
称
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
国
議
ぴ
q
■
閃
轟
コ
N
乞
ロ
高
ず
Φ
δ
同
＼
≦
一
興
『
凶
。
α
ω
8
諏
帥
鼻
ミ
§
駐
§
誤
、
き
ミ
五
畿
§
§
ミ
鳶
職
き
ミ
こ
ミ
等

　
　
。
・
§
㌔
号
①
さ
ト
。
．
〉
旦
r
一
零
ω
”
ω
』
O
－
ω
P
に
よ
れ
ば
、
新
多
元
主
義
（
Z
Φ
o
宮
些
事
一
一
ω
目
＝
ω
）
と
は
（
左
右
の
）
全
体
主
義
と
対
立
す
る
概
念
と
考
え
ら

　
　
れ
て
い
る
。
そ
こ
（
国
ヨ
ω
け
「
『
器
二
巴
♀
．
．
U
臼
勺
冨
鑓
一
一
ω
B
¢
ω
巴
ω
ω
け
≡
斎
け
貫
2
①
目
Φ
暮
α
臼
ヰ
Φ
ぎ
虫
笛
ま
7
話
O
茸
ω
。
。
9
ρ
島
。
ゴ
Φ
昌
∪
Φ
ヨ
O
評
「
讐
凶
①
－
．
－
ω
．

　
　
扇
。
。
山
。
。
b
。
（
一
Q
o
卜
。
）
℃
凶
昌
一
7
【
口
ω
6
げ
Φ
一
Φ
「
＼
Q
o
け
①
｛
｛
帥
昌
一
》
一
σ
一
傷
：
）
で
は
、
「
自
治
的
・
非
画
一
的
な
多
元
主
義
法
治
国
家
」
の
理
念
形
態
が
、
「
他
律
的
・
画
一

　
　
的
な
（
左
右
両
極
の
）
全
体
主
義
独
裁
制
」
の
理
念
形
態
と
、
対
峙
し
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。

（
5
3
）
　
国
騨
昌
ω
菊
。
け
げ
h
巴
ρ
鼠
鳴
b
§
冴
ら
隷
Q
§
o
山
野
。
鳶
譲
§
ミ
赴
Q
き
固
曽
げ
①
お
H
㊤
切
Q
。
闇
ω
」
お
山
刈
ω
し
O
Q
。
9
昌
①
二
Φ
〉
ロ
ω
o
q
餌
げ
ρ
ω
」
㊤
㎝
．
ハ
ン
ス
．
ロ
ー

　
　
ト
フ
ェ
ル
ス
著
、
片
岡
啓
治
・
平
井
友
義
訳
『
第
三
帝
国
へ
の
抵
抗
』
（
弘
文
堂
・
一
九
六
三
年
）
二
五
七
頁
に
よ
れ
ば
、
　
「
西
欧
文
化
の
価
値
を

　
　
「
復
古
』
し
、
人
間
の
尊
厳
を
再
建
し
よ
う
と
す
る
願
望
は
、
特
に
保
守
主
義
思
想
に
照
応
す
る
も
の
で
あ
り
」
、
「
真
の
政
治
的
保
守
主
義
は
、
国
家

　
　
と
国
民
の
讃
美
に
対
し
て
一
ま
た
技
術
と
富
の
偶
像
化
に
対
し
て
、
実
際
に
は
、
人
間
を
目
的
の
た
め
の
手
段
と
化
す
る
一
切
の
も
の
に
対
し
て
、

　
　
（
抵
抗
す
べ
き
義
務
感
（
℃
簑
。
桑
色
①
ω
≦
こ
Φ
窃
け
ロ
旨
α
ω
）
を
自
覚
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
）
自
ら
の
伝
統
的
な
立
場
を
取
り
戻
し
た
」
。
こ
れ
を
「
宗
教

　
　
的
、
文
化
的
、
政
治
的
保
守
主
義
の
自
力
の
再
生
」
と
H
・
ロ
ー
ト
フ
ェ
ル
ス
は
評
価
し
た
。
私
見
に
よ
れ
ば
、
こ
の
新
保
守
（
昌
①
ロ
犀
8
器
雫

　
　
く
9
二
く
）
主
義
の
現
象
は
、
新
多
元
主
義
と
並
ん
で
、
戦
後
ド
イ
ツ
で
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
双
壁
を
構
成
し
た
。

（
5
4
）
　
た
だ
し
、
冷
戦
下
で
の
西
ド
イ
ツ
や
、
韓
国
の
よ
う
に
、
東
西
間
で
分
断
さ
れ
た
国
家
で
は
、
「
反
共
法
」
の
適
用
が
そ
れ
な
り
に
急
追
し
た
必
要

　
　
性
、
換
言
す
れ
ば
「
明
白
に
し
て
現
在
の
危
険
」
性
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
【
な
お
「
明
白
に
し
て
現
在
の
危
険
」
と
い
う
言
葉
は
、
ピ
＄
3
Φ
α

　
　
利
雪
F
§
二
巴
ミ
黛
肉
蛍
登
＝
四
署
震
α
q
三
く
①
邑
9
ラ
ー
ニ
ッ
ド
・
ハ
ン
ド
著
、
清
水
望
・
牧
野
力
訳
『
権
利
章
典
』
（
日
本
評
論
新
社
・
一
九

　
　
六
〇
年
）
九
三
～
九
六
頁
よ
り
借
用
し
た
概
念
で
あ
る
。
元
々
こ
の
言
葉
は
、
表
現
の
自
由
を
制
限
す
る
場
合
の
基
準
で
あ
っ
た
。
】
西
ド
イ
ツ
に
お

　
　
い
て
「
民
主
的
制
度
・
立
憲
国
家
を
暴
力
を
使
用
し
て
、
ま
た
革
命
的
手
段
に
よ
っ
て
に
変
更
す
る
こ
と
を
目
指
す
」
左
右
の
過
激
派
を
排
除
す
る
必

　
　
要
性
に
つ
い
て
は
、
国
∩
平
げ
震
α
甘
馨
”
⑦
、
鳶
軌
一
書
蕊
b
鳴
§
簿
§
出
自
○
＃
o
＝
．
嵩
①
ω
ρ
H
り
。
。
O
．
E
・
イ
ェ
ッ
セ
著
、
小
笠
原
道
雄
・
渡
辺
重
重
訳
『
戦
闘

　
　
的
民
主
主
義
』
（
早
大
出
版
部
・
一
九
八
二
年
）
を
参
照
。
こ
こ
で
E
・
イ
ェ
ッ
セ
は
、
「
過
激
主
義
者
が
過
激
主
義
者
で
あ
る
と
自
称
す
る
こ
と
は
な

　
　
い
」
と
注
意
を
喚
起
し
て
い
る
（
六
七
頁
）
。

（
5
5
）
　
一
）
旨
く
乙
U
①
コ
＜
Φ
5
．
、
Ω
お
鉾
b
U
『
謬
巴
昌
閃
憎
。
ヨ
．
○
ロ
b
o
ω
三
8
鼠
号
0
巷
詳
巴
、
．
Q
．
．
8
閃
冨
ぴ
q
日
①
鼻
①
α
O
ロ
O
o
ω
三
〇
筏
．
も
O
馬
。
。
・
一
嵩
（
H
設
）
．
清
水
『
西

　
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
野
党
』
八
三
－
一
二
四
（
一
一
五
）
頁
（
若
松
訳
）
。

（
5
6
V
　
G
o
躇
ミ
・
・
鴇
。
§
ミ
O
ミ
轟
§
ミ
含
げ
O
ミ
ミ
鳴
＆
q
り
肉
隷
象
ご
謹
、
。
。
巳
．
Φ
α
‘
H
⑩
O
♪
O
O
．
露
♪
轟
匙
・
に
よ
れ
ば
、
　
一
九
五
四
年
以
降
一
九
八
八
年
ま
で
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は
、
全
て
の
議
席
は
、
民
主
党
、
共
和
党
の
両
二
大
政
党
に
よ
っ
て
独
占
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
】
九
九
〇
年
と
一
九
九
二
年
に
ヴ
ァ
ー
モ
ン
ト

　
　
（
＜
霞
B
o
再
）
州
の
】
議
席
が
、
無
所
属
議
員
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
た
。
過
去
を
遡
る
と
、
一
九
五
〇
年
と
一
九
五
二
年
に
は
オ
ハ
イ
オ
（
〇
三
〇
）
州

　
　
の
一
議
席
も
無
所
属
議
員
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
た
。

（
5
7
）
　
≧
坤
Φ
α
O
δ
ω
ω
①
さ
．
．
宰
き
8
…
Z
o
9
ぎ
ひ
q
げ
暮
O
思
○
ω
三
8
．
、
冒
菊
．
鋭
U
四
冥
ぎ
ミ
軌
§
～
§
8
軌
職
§
。
・
ミ
ミ
三
七
§
b
恥
§
ミ
鳶
ら
紺
の
も
O
』
。
。
心
・
ω
8
．

（
5
8
）
　
西
平
重
喜
『
選
挙
の
国
際
比
較
』
八
七
頁
所
収
の
、
決
選
投
票
の
党
派
別
逆
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